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館長講演会

第１回ボランティアイベント『まほろん１周年だよ！ボランティア２００２』火おこし体験



年報２００３の発刊によせて

館 長 藤 本 強

「まほろん」開館２年目、平成１４年度の「まほろん」についてのいろいろな記録

を収めるのが本年報の目的です。昨年の創刊号でも書きましたが、こうした記録を

一つ一つ丹念に残していくことが「まほろん」の歴史を綴ることになるのです。

年度を通しての初の運営になることで、考えていたいろいろなプログラムが動き

始めた最初の年といういうことになります。「まほろん探検隊」、「お出かけまほろ

ん」、ボランティアの皆さんの年度を通しての積極的な行事への参加など、多くの

事業が県民をはじめとする多くの皆さんの支持が得られ、まずは順調に一年を送る

ことができたものと思われます。館員一同心から感謝いたします。

小中学校を主にした団体利用、ＰＴＡ活動の一環としての来館など、団体利用の

方々が増えてきたのも本年度の特徴としてよいと思われます。団体で来られた方が

楽しまれて、個人的に家族でまた訪れられることも多くなりました。私どもにとっ

てたいへんに嬉しいことです。

危ぶまれていた来館者の落ち込みもさほどなく、年間３万人以上の方々においで

いただきました。多くの方々に「まほろん」が目指している方向が指示された結果

と考えております。

どんどんなくなっている伝統的な習慣や技術を、あるいはそうしたものの背景に

ある価値観を次の世代に受け継ぐことは大事なことです。今の私たちがあるのは、

私たちの祖先が長年かかって築き上げてきた価値観、習慣、技術などがあったから

です。そこには学ぶべき多くのことがあります。私たちの時にそれを断ち切ること

はできません。次の世代に受け継いでいくようにしていかなければなりません。私

たちの世代の責務ともいえましょう。

その役割を少しでも担いたいと考えております。これからも「まほろん」を楽し

んでいただくとともに、遠慮ないご要望とご批判をお寄せくださるようにお願いし

ます。
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第１章 まほろんの沿革

１ 開館までのあゆみ

・平成６年度

福島県文化財保護審議会が、「福島県文化

財センター（仮称）整備基本構想報告書」を

答申

・平成８年度

「福島県文化財センター白河館（仮称）基

本計画」策定

・平成９年度

基本設計

・平成１０年度

実施設計・用地取得・造成工事

・平成１１年度

造成工事・建築工事

平成１１年１１月

施設愛称を公募し「まほろん」に決定

平成１２年３月

シンボルマーク・ロゴマークの決定

・平成１２年度

建築工事・環境整備工事・野外展示工事・

屋内展示工事

平成１２年８月２０日

第１回プレイベント『親子で学ぶ縄文時

代』開催（場所：白河市文化センター）

平成１２年１０月１日

第２回プレイベント『みんなで昔の家を

作ろう�』開催（場所：白河館体験広場）
平成１３年３月２７日

福島県文化財センター白河館条例及び施

行規則制定

・平成１３年度

屋内展示工事

平成１３年４月１日

福島県より財団法人福島県文化振興事業

団に管理運営委託

平成１３年６月１０日

第３回プレイベント『まほろん講演会』

開催（場所：福島ビューホテル）

「考古学は今何を語るか」藤本強館長

平成１３年６月２９日

平成１３年度第１回運営協議会

２ 開館後のあゆみ

平成１３年７月１５日

福島県文化財センター白河館開館

開館記念式典

平成１３年７月１５日～９月２日

第１回開館記念特別展「はにわ一座が

やってきた。」開催

平成１３年８月５日

開館記念イベント「まるごと体験まほろ

んろん」開催

平成１３年８月１７日

入館者１０，０００人到達

平成１３年１０月２７日～１２月２日

第２回開館記念特別展「復元�三角縁神
獣鏡」開催

平成１４年１月２６日

入館者３０，０００人到達

平成１４年２月２日～３月３１日

収蔵資料展「新編陸奥国風土記 巻之一

白河郡」開催

平成１４年３月１５日

平成１３年度第２回運営協議会

平成１４年３月１７日

第４４回福島県考古学会（白河市にて開

開館記念式典

第１章 まほろんの沿革
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催）による視察

平成１４年４月２１日～６月２３日

平成１４年度巡回展「新編陸奥国風土記巻

之一 白河郡」・野馬追いの里原町市立博

物館にて共催

平成１４年４月２７日～５月２６日

平成１４年度まほろん春のてんじ「いにし

えの隈畔人のくらし」開催

平成１４年７月２１日

開館１周年記念イベント「まほろん１周

年だよ�ボランティア２００２」開催
平成１４年７月２７日～９月１日

平成１４年度まほろん夏のてんじ「弘法山

のよこあな―古代ガラスと象嵌の世界―」

開催

平成１４年１０月２６日～１１月２４日

平成１４年度まほろん秋のてんじ「ふくし

まの重要文化財―考古資料 縄文・弥生時

代編―」開催

平成１５年３月８日～５月１８日

平成１４年度まほろん春のてんじ「新編陸

奥国風土記 巻之二 石背郡」開催

年 表

９４年度 福島県文化財保護審議会が「福島県

文化財センター（仮称）整備基本構

想報告書」を答申

９６年度 「福島県文化財センタ－白河館（仮

称）基本計画」策定

９７年８月 基本設計（～９８年３月）

９８年５月 実施設計（～９９年３月）

９９年８月 着工

００年１０月 竣工

０１年３月 環境整備工事完了

０１年６月 展示工事完了

０１年７月 開館

工期 着工 平成１１年７月１２日

完成 平成１２年１０月１６日

開館日の体験活動室

コラム

まほろん植物誌（３）
ウワミズザクラ（上溝桜） 体験学習館のまわりの木々の中に、５月の初め頃
に白い房状の花をたくさんつける木があります。これはウワミズザクラとい
うバラ科の落葉広葉樹です。とてもこの花からソメイヨシノなどのサクラと
同じ仲間とは思えませんが、葉や木肌を見ると確かにサクラです。まほろん
の敷地にたくさんあるミズキと同じように、まほろん建設前からこの地に自
生している樹木の一つです。果実は新潟県や群馬県では杏仁子（アンニン
ゴ）と呼ばれており食用になります。上溝桜の名称は、昔この材の上に溝を
彫って、亀甲を焼いて吉凶を占ったことに由来するそうです。

開館記念イベントのあんぎん編み

―２―



財団法人　福島県文化振興事業団
理 事 長佐藤栄佐久（福島県知事）
副理事長杉原  陸夫
副理事長藤本     強
常務理事遠藤     剛

福島県文化財センター白河館

会計・経理 入門研修 常設展、企画展
庶務 基礎研修 体験学習
施設管理 専門研修 講座・講演会
資料管理・貸出し等 情報発信

ボランティア運営等
特別研修等
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館   長

副館長
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第２章 平成１４年度組織と職員

１ まほろんの組織

２ 職 員 名 簿

福島県文化財センター白河館は、福島県教育委員会から財団法人福島県文化振興事業団に管理運

営業務が委託され事業を行っている。財団法人福島県文化振興事業団の組織及び福島県文化財セン

ター白河館の組織・業務の概要は以下のとおりである。

定数外

アテンダント（嘱託） ５名

郡 司 知 子

緑 川 千彩子

甲 賀 寿美恵

佐久間 育 子

小 黒 加容子

臨時事務補助員 ２名

近 藤 圭 子

荒 木 瞳

職 名 氏 名 課 職 名 氏 名

館 長 藤 本 強

教

育

普

及

課

課 長 村 木 亨

副 館 長 今 泉 忠 廣 主 任 学 芸 員 森 幸 彦

総
務
管
理
課

課 長（兼務） 今 泉 忠 廣 主 任 学 芸 員 吉 田 秀 享

主 査 白 坂 吉 見 主 任 学 芸 員 藤 谷 誠

主 任 学 芸 員 吉 田 功 主 任 学 芸 員 荒 木 隆

主 事 枝 松 雄一郎 副主任学芸員 今 野 徹

研

修

課

課 長 鈴 鹿 良 一 学 芸 員 高 橋 満

専 門 学 芸 員 石 本 弘

職員数 １７名

（内訳）派遣職員 ６名

財団職員 １１名

主 任 学 芸 員 松 本 茂

学 芸 員 青 山 博 樹

学 芸 員 伊 藤 典 子

第２章 平成１４年度組織と職員
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第３章 平成１４年度予算

１ 一 般 会 計
（単位：円）

２ 物品販売特別会計
（単位：円）

大 科 目 中 科 目 決 算 額 大 科 目 中 科 目 決 算 額
受託事業収入 文化財センター

白河館管理事業
９７，４６８，４５１ 文化財センター

白 河 館 管 理
委 託 費

諸 謝 金 １９８，０００
旅 費 交 通 費 ３，４８４，１３５
消 耗 品 費 １０，８７１，４５５

事業補助金収入 文化財センター
白河館運営事業

１６０，１３８，６７６ 燃 料 費 ２９９，５０７
会 議 費 ９，０００
印 刷 製 本 費 ５，０３４，６０１

特定預金収入 退職給与引当金
戻 入 収 入

８０３，１００ 光 熱 水 料 費 １２，１３４，５０３
修 繕 料 １，８１４，６１０
通 信 運 搬 費 １０，１８６，７１２

雑 収 入 預金利息収入 ８６３ 手 数 料 ５６８，０９２
保 険 料 ２３５，３５０
委 託 料 ３７，８８６，３８４
賃 借 料 １４，５７７，９０７
負 担 金 １１１，０５０
租 税 公 課 ５７，１４５
小 計 ９７，４６８，４５１

文化財センター
白 河 館
運 営 補 助 費

報 酬 １４，９０９，１３７
給 料 手 当 １２０，７６０，２９３
退 職 手 当 ８０３，１００
福利厚生費（人件費） １５，３０９，８５０
退職手当引当金支出 ４，２２１，７５３
福利厚生費（物件費） ４９４，５９３
災 害 補 償 費 ０
賃 金 ３，５５３，９３４
諸 謝 金 ９４，２００
旅 費 交 通 費 ５８１，１１５
交 際 費 ０
会 議 費 ０
手 数 料 １７１，１６４
負 担 金 ４３，５００
小 計 １６０，９４２，６３９

合 計 ２５８，４１１，０９０ 合 計 ２５８，４１１，０９０

収 入 支 出

科 目 決 算 額 科 目 決 算 額

１．事 業 収 入 １．事 業 費

物 品 販 売 収 入 ５，２９３，９９０ 販 売 物 購 入 費 ３，６３４，０１１

２．雑 収 入 包 装 ・ 宣 伝 費 １０１，７０２

自動販売機手数料 １９１，４７０ 通 信 運 搬 費 ７，３１１

公 衆 電 話 手 数 料 ８，５７０ ２．人 件 費

預 金 利 息 ２６ 給 与 ５７８，６０４

３．繰 越 金 ３．租 税 公 課 費

前 年 度 繰 越 金 ９１０，０９７ 法人税・消費税等 ９０７，００４

４．長 期 借 入 金

長 期 借 入 金 返 済 ５００，０００

計 ６，４０４，１５３ 計 ５，７２８，６３２

―４―



第４章 平成１４年度事業の概要

１ 管 理 運 営

１．運営協議会
福島県文化財センター白河館の運営に関

し、館長の諮問に応じ、各種事業等の企画実

施について審議するもので、委員は学校教育

及び社会教育の関係者並びに学識経験から６

名を委嘱している。

名 簿

岡田茂弘 東北歴史博物館館長（会長）

渡邉一雄 福島県考古学会会長（副会長）

齋藤邦光 西白河小中学校長連合協議会会

長

白河市立白河中央中学校校長

金子誠三 白河市文化財保護審議会会長

本木光史 独立行政法人国立少年自然の家

国立那須甲子少年自然の家所長

山崎京美 いわき短期大学助教授

会 議

平成１４年度第１回運営協議会

日 時 平成１４年８月２日（金）

場 所 福島県文化財センター白河館会

議室

議 事

・福島県文化財センター白河館の運営

状況について

・今後の課題と事業の展開方向につい

て

平成１４年度第２回運営協議会

日 時 平成１５年３月１４日（金）

場 所 福島県文化財センター白河館会

議室

議 事

・福島県文化財センター白河館の運営

状況について

・平成１５年度年間事業計画（案）につ

いて

２．出 版 物
・福島県文化財センター白河館年報２００２

（平成１３年度開館以降の実績）

・福島県文化財センター白河館研究紀要

２００２

・まほろん通信（VOL.４～VOL.７）

まほろん通信
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遺 物 写 真 図 面 地図・カード類 合 計
一 般 収 蔵 庫 ３５，９０１ ２，３３１ ７８３ ４９８ ３９，５１３
特 別 収 蔵 庫 ３５４ ３５４
合 計 ３６，２５５ ２，３３１ ７８３ ４９８ ３９，８６７

＊１ 一般収蔵庫の収容能力は最大６６，０００箱
＊２ 特別収蔵庫には保存処理済みの木質遺物・金属製遺物を収納

２ 資料管理事業

１．収蔵資料数一覧 （箱）

２．資料貸出し
遺 物 （点）

写 真 （点）

日 付 貸 出 先 貸 出 目 的 資 料 名 数量
７月２５日 笠懸野岩宿文化資料館 企画展「最古の磨製石器」 楢葉町大谷上ノ原遺跡出土石器 ２
８月１５日 喜多方市教育委員会 講座「土器どき体験教室」 磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器 １
１０月１日 栃木県立しもつけ風土記の丘資料館 企画展「律令国家の地方官衙」 泉崎村関和久遺跡出土土師器（墨書等）・須恵器・円面硯 ６

泉崎村関和久上町遺跡出土軒丸瓦・軒平瓦・灰釉陶器 ４
泉崎村関和久窯跡出土軒丸瓦 １

１０月４日 三春町歴史民俗資料館 企画展「縄文土器の美」 三春町柴原Ａ遺跡出土縄文土器 ２
１１月１日 福島県立博物館 常設展示 会津若松市一ノ堰Ｂ遺跡出土縄文土器 ６

会津坂下町能登遺跡出土縄文土器 ６
１月２８日 栃木県立博物館 企画展「とちぎの弥生土器―形と文様の美―」 会津若松市一ノ堰Ｂ遺跡出土縄文土器 ９
２月９日 奥松島縄文村歴史資料館 企画展「いちばん派手な土器の時代―渦巻文様の縄文土器―」 磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器・土偶・石器等 ２９
４月９日 栃木県立博物館 企画展「氷河時代の狩人たち―旧石器時代の自然とくらし―」 白河市一里段Ａ遺跡出土石器等 ２９
４月９日 川崎市市民ミュージアム 企画展「古代を考える� 郡の役所と寺院」 泉崎村関和久遺跡出土土師器（墨書等）・円面硯 ８

合 計 １０３

日 付 貸 出 先 貸 出 目 的 資 料 名 数量
４月１６日 白河市歴史民俗資料館 常設展 白河市一里段Ａ遺跡出土石器 １
４月１８日 白河税務署 租税教育用副教材「平成１４年度版 税金の話」掲載 まほろん施設全景 １
５月９日 株式会社 碧水社 「古代の都を復元する 第１巻」学習研究社刊掲載 白河軍団兵士２体（復元） ２

野外展示「奈良時代の家」「かまど」 ２
５月２２日 財団法人 福島県教育会館 「夏休みの友 中１・中２版」掲載 まほろん施設全景 １
５月２４日 白河地区経営者協会 「経協ニュース �１３６」掲載 まほろん施設全景 １

常設展示「暮らしをささえた道具たち」 １
野外展示「縄文時代の家」 １

５月３０日 株式会社 文溪堂 小学校社会科教材「社会テスト 福島県版４年」 野外展示「奈良時代の家」「奈良時代の米倉」 ２
５月３０日 原町市教育委員会 遺跡解説パンフレット「泉廃寺跡ー遺跡が語る古代の原町」 野外展示「奈良時代の家」「奈良時代の米倉」「平安時代の製鉄炉」 ３

原町市大船迫Ａ遺跡１５号製鉄炉 １
６月５日 白河商工会議所 絵はがき「白河」 まほろん施設全景 １
６月２７日 福島市教育委員会 宮畑遺跡副読本、福島市ＨＰ掲載 まほろん施設外観、常設展示室、体験活動 ３
６月２７日 白河商工会議所 絵はがき「白河」 野外展示「奈良時代の家」「奈良時代の米倉」 ２
６月２１日 福島県企画調整部 「平成１４年度県勢要覧」表紙掲載 まほろん施設外観 １

野外展示「縄文時代の家」 １
７月２日 福島県木材共同組合連合会 「ふくしま県産材」紹介パンフレット まほろんプロムナードギャラリー １
７月１１日 株式会社 浜島書店 中学校歴史資料集「福島県地域の歴史を調べよう」 泉崎村関和久遺跡２号建物跡 １
７月１２日 福島リビング新聞社 全国リビング新聞ＨＰ掲載 野外展示「縄文時代の家」 １
７月２０日 財団法人 古代学協会 「古代文化」第５４巻第１０号掲載 須賀川市松ヶ作Ａ遺跡全景、出土鉄器 ５
７月２５日 株式会社 佐藤総合計画 福島県建築文化賞応募 まほろん施設外観、常設展示室、プロムナードギャラリー ３
７月３０日 群馬県笠懸野岩宿文化資料館 企画展図録「最古の磨製石斧」掲載 楢葉町大谷上ノ原遺跡出土石斧 ２
７月３０日 栃木県しもつけ風土記の丘資料館 企画展図録「律令国家の地方官衙」掲載 泉崎村関和久遺跡遠景・建物跡・溝跡・出土瓦 ６

野外展示「奈良時代の米倉」 １
８月６日 遺跡調査部 遺跡の案内人ボランティア登録前オリエンテーション 会津高田町鹿島遺跡遠景ほか ９

大越町馬場平Ｂ遺跡全景ほか ２
会津高田町鹿島遺跡全景ほか ４

８月１０日 株式会社 近代建築社 月刊「近代建築」２００２年９月号 まほろん施設外観、内観、常設展示室、一般収蔵庫 ４
８月１６日 株式会社 浜島書店 中学校歴史資料集「福島県地域の歴史を調べよう」 縄文時代の家づくり（プレイベント） １
８月１６日 船橋市飛ノ台史跡公園博物館 企画展図録「土偶の神秘」 三春町柴原Ａ遺跡出土土偶 １
９月６日 野馬追の里原町市立博物館 企画展図録「米づくり むかしの暮らしの中で」 相馬市大森Ａ遺跡大足・馬鍬出土状況 ２
９月１１日 株式会社 進和クリエイティブセンター あぶくま高原道路開通式パンフレット 玉川村江平遺跡出土横笛（復元）ほか ３
９月１７日 水沢市埋蔵文化財調査センター 特別企画展「甦れ アルテイ」写真パネル等 多賀城へ向かう白河軍団兵士（復元） １
９月２６日 株式会社 雄山閣 「季刊 考古学」第８１号 古墳時代の馬装・雲珠（復元） １
１０月３日 白河市役所 東京しらかわ会総会資料 まほろん施設全景 １
１０月１０日 原町市役所 「原町市史」古代・中世編 原町市長瀞遺跡出土墨書土器 ４

―６―



その他 （点）

３．資 料 閲 覧
遺 物 （点）

日 付 貸 出 先 貸 出 目 的 資 料 名 数量

１０月１日 栃木県立しもつけ風土記の丘資料館 企画展「律令国家の地方官衙」 泉崎村関和久遺跡出土瓦復元品 ２１

４月９日 栃木県立博物館 企画展「氷河時代の狩人たちー旧石器時代の自然とくらしー」 旧石器時代鹿肉のレプリカ ３

４月９日 川崎市市民ミュージアム 企画展「古代を考える� 郡の役所と寺院」 古代役人の仕事道具（刀子・硯・筆） ３

合 計 ２７

原町市鳥打沢Ｂ遺跡出土墨書土器 １
原町市大船迫Ａ遺跡出土墨書土器 １２
富岡町上本町Ｄ遺跡出土墨書土器 ３
小高町北向Ａ遺跡出土墨書土器 １
鹿島町大迫遺跡出土墨書土器 ７
楢葉町鍛冶屋遺跡出土墨書土器 １２
泉崎村関和久遺跡出土墨書土器 ２０
泉崎村関和久上町遺跡出土墨書土器 １１
いわき市大猿田遺跡出土木簡 ９
玉川村江平遺跡出土木簡 １

１０月１７日 白河税務署 白河地区税務団体協議会会報誌「協和」 まほろん施設外観 １
１０月２５日 株式会社 吉川弘文館 「古代地方木簡の研究」 平川南著 玉川村江平遺跡出土木簡 １
１１月１５日 朝日新聞 福島支局 「朝日新聞」福島版 特集・猪苗代湖 磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器・大珠 ４
１２月２０日 株式会社 小学館 「考古資料大観」第８巻 弥生・古墳時代 木・繊維製品 相馬市大森Ａ遺跡出土馬鍬・田下駄ほか １２
１２月２５日 株式会社 佐藤総合計画 福島県建築文化賞講演会 まほろん施設外観、内観、常設展示室、一般収蔵庫、体験学習ほか １０
１２月２５日 株式会社 講談社 「再現 日本史」第９７号 平安時代 白河軍団兵士２体（復元） ２
１２月２７日 神奈川県綾瀬市 「綾瀬市史」５ 通史編 原始・古代 白河軍団兵士（復元） １
１月２５日 徳島市教育委員会 特別企画展図録「ヒスイに見せられて～縄文から弥生へ～」 磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土大珠 ２

石川町七郎内Ｃ遺跡出土大珠 ３
１月２５日 株式会社 小学館 「考古資料大観」第１巻 弥生・古墳時代 土器� 会津若松市一ノ堰Ｂ遺跡出土弥生土器 ９

福島市孫六橋遺跡出土弥生土器 ９
須賀川市土取場Ｂ遺跡出土弥生土器 １０

２月７日 会津高田町教育委員会 「油田遺跡（第１次）発掘調査概報」 会津高田町下谷ヶ地平Ａ遺跡出土縄文土器 １
会津高田町上胄Ａ遺跡出土縄文土器 １
会津高田町胄宮西遺跡８号住居跡、出土縄文土器 ３
会津高田町鹿島遺跡１号住居跡 １
会津高田町北平遺跡出土縄文土器 １

２月７日 川崎市市民ミュージアム 企画展図録「古代を考える� 群の役所と寺院」 泉崎村関和久遺跡出土墨書土器 ３
野外展示「奈良時代の米倉」 １

２月１８日 奥松島縄文村歴史資料館 企画展リーフレット「いちばん派手な土器の時代―渦巻文様の縄文土器―」 磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器・大珠 １０
２月１８日 栃木県立博物館 企画展図録「氷河時代の狩人たち」 新地町三貫地遺跡出土石器 １

郡山市弥明遺跡出土石器 １
白河市一里段Ａ遺跡出土石器 ２
楢葉町大谷上ノ原遺跡出土石器 １

３月２１日 器ふじさき 器ふじさきｗｅｂサイトＨＰ イベント土器野焼き １
３月２１日 有限会社 おの印刷 観光案内 まほろん施設外観 １
３月２７日 株式会社 小学館 「考古資料大観」第３巻 弥生・古墳時代 土器� 石川町殿畑遺跡出土土師器 １

東村笊内古墳群出土土師器・須恵器 １１
国見町下入ノ内遺跡出土土師器・須恵器 ２０
天栄村山崎遺跡出土土師器 ９

合 計 ２８７

� 遺 跡 名 市 町 村 名 資 料 名 数 量
１ 孫六橋遺跡 福島市 弥生土器 ８２
２ 荒小路遺跡 郡山市 縄文土器 ２３

堂平Ｂ遺跡 玉川村 縄文土器 ２
王子前遺跡 須賀川市 縄文土器 １６
中平遺跡 浪江町 縄文土器 ３
柴原Ａ遺跡 三春町 縄文土器 ５
大森Ａ遺跡 相馬市 縄文土器 ３

３ 法正尻遺跡 磐梯町・猪苗代町 石器 １７
角間遺跡 磐梯町 石器 １４
天光遺跡 磐梯町 石器 ２
中江聖の宮遺跡 新鶴村 石器 １
小田口Ｄ遺跡 石川町 石器 ５
桑名邸遺跡 天栄村 石器 ３０
弓手原Ａ遺跡 福島市 石器 ３１
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その他 （点）

� 遺 跡 名 市 町 村 名 資 料 名 数 量

１ 向田Ｄ遺跡 新地町 遺構図面

内沢遺跡 相馬市 遺構図面

合 計

獅子内遺跡 福島市 石器 ３３
北向遺跡 郡山市 石器 ５
仲平遺跡 三春町 石器 ６
八方塚Ａ遺跡 福島市 石器 １５
深田Ｅ遺跡 須賀川市 石器 １
柴原Ａ遺跡 三春町 石器 ７
八景腰巻遺跡 福島市 石器 ４
越田和遺跡 三春町 石器 １
大富西畑遺跡 小高町 石器 ６
日向南遺跡 飯舘村 石器 ３７
宮内Ａ遺跡 飯舘村 石器 １０
上ノ台Ａ遺跡 飯舘村 石器 ６７
上ノ台Ｂ遺跡 飯舘村 石器 ４
上ノ台Ｄ遺跡 飯舘村 石器 ２６

４ 一里段Ａ遺跡 白河市 旧石器 ３６０
５ 鴨ヶ館跡 小野町 弥生土器 ４

本飯豊遺跡 小野町 弥生土器 １１
南入Ａ・長瀞遺跡 鹿島町・原町市 弥生土器 １４

６ 辰巳城遺跡 玉川村 土師器 ４１
正直Ａ遺跡 郡山市 土師器 ６４

７ 鬼渡Ａ遺跡 会津坂下町 縄文土器他 ２２９
塩喰岩陰遺跡 西会津町 縄文土器他 ５４０
屋敷遺跡 会津若松市 縄文土器他 ４４９
松ヶ作Ａ遺跡 須賀川市 縄文土器他 ３９３

８ 一ノ堰Ｂ遺跡 会津若松市 弥生土器 １２
落合遺跡 小野町 土師器 ５８

９ 徳定Ａ遺跡 郡山市 土師器 １０
徳定Ｂ遺跡 郡山市 土師器 ２
杉内Ｂ遺跡 石川町 土師器 １
駒形Ａ遺跡 郡山市 土師器・須恵器 ２
七斗蒔遺跡 白河市 土師器 １

１０ 関和久上町遺跡 泉崎村 瓦 ４４
１１ 猪倉Ｂ遺跡 相馬市 鋳型・墨書土器他 １３９
１２ 上田郷�遺跡 広野町 縄文土器 ３５

鴨ヶ館跡 小野町 縄文土器 ２
小滝遺跡 小野町 縄文土器 ６０
宮内Ａ遺跡 飯舘村 縄文土器 ９８

１３ 法正尻遺跡 磐梯町・猪苗代町 縄文土器 １０
越田和遺跡 三春町 縄文土器 ８

１４ 大猿田遺跡 いわき市 須恵器 ２００
大久保Ｆ遺跡 いわき市 須恵器 ２８

１５ 一里段Ａ遺跡 白河市 縄文土器 ９０
馬場平Ｂ遺跡 大越町 縄文土器 １３４
塩喰岩陰遺跡 西会津町 縄文土器 ３５

１６ 向田Ａ遺跡 新地町 鋳型 ３０７
山田Ａ遺跡 相馬市 鋳型 １３０

１７ 羽白Ｄ遺跡 飯舘村 縄文土器 ６０
羽白Ｃ遺跡 飯舘村 縄文土器 ２１

１８ 獅子内遺跡 福島市 縄文土器 ５１８
１９ 松ヶ平Ａ遺跡 飯舘村 縄文土器 ２５９

仲ノ縄Ｂ遺跡 船引町 縄文土器 ３９
上田郷�遺跡 広野町 縄文土器 １，５９６

２０ 辰巳城遺跡 玉川村 須恵器 ２
正直Ａ遺跡 郡山市 須恵器 １１
白山Ａ遺跡 矢吹町 須恵器 ２
白山Ｃ遺跡 矢吹町 須恵器 ２
江平遺跡 玉川村 須恵器 ４

２１ 向田Ａ遺跡 新地町 鋳型 ３０７
山田Ａ遺跡 相馬市 鋳型 １３０

２２ 松ヶ平Ａ遺跡 飯舘村 縄文土器 ３２４
中ノ沢Ａ遺跡 郡山市 縄文土器 ５２
羽白Ｃ遺跡 飯舘村 縄文土器 ９２
上ノ台Ｃ遺跡 飯舘村 縄文土器 ３６
荻原遺跡 小高町 縄文土器 ２８

延べ７８遺跡 合 計 ７，４５０
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３ 情報発信事業

１．ホームページによる情報発信
ａ アクセス数の推移

４月からのアクセス数の推移を下表に示し

た。年間総アクセス数は３１，８６７件で、月平均

２，６５５件のアクセス数となっている。平成１３

年度が月平均１，６３８件であったので、月平均

１，０００件のアクセスアップとなっている。

月別でみると５月～１０月の夏場を中心とし

た時期がアクセス数が多い傾向である。

ｂ 入力フォームの追加

２月に担当がＣＧＩ研修に参加し、同月入

力フォーム系のコンテンツを追加した。

具体的には、ホームページの感想画面、団

体利用問い合わせ画面、研修申し込み画面、

の３画面である。

年度内に団体利用の問い合わせが３件、コ

メントが１件あった。

ｃ リンク集の追加

１２月から埋蔵文化財関係の団体にリンク集

掲載の依頼を行い、１月に追加した。

リンク先は、当館の性格から、文化財関係

の公的機関のサイトを中心としている。その

内訳は、全国の埋蔵文化財センター３９ヵ所、

国の文化財関係機関７ヵ所、隣接県の博物館

９ヵ所、考古学研究団体１ヵ所、福島県関係

６ヵ所の合計６２ヵ所となっている。

２．データベースによる情報提供
ａ アクセス数の推移

平成１４年度のアクセス数を表２に示した。

データベースの年間アクセス数は２０，９３９件、

月平均アクセス数は１，７４４件となっている。

平成１３年度の月平均アクセス数が１，５５７件で

あり、約２００件程増加している。

月別のアクセス件数を見ると、ホームペー

ジのアクセス件数同様、夏場が多く、冬場が

少ない傾向がある。

ｂ データ入力

平成１３年度に引き続き、５～２月までの１０

カ月間、完形品の土器・石器を対象とした遺

物関係の写真撮影も白河館で実施した。撮影

には一眼レフタイプのデジタルカメラNik-

onD1を利用し、次年度にデータベースシス

テム上に組み込む予定である。

他には、白河館収蔵文献についても、入力

を実施し、遺物写真と同様に次年度にデータ

ベースシステムに組み込む予定としている。

ホームページ月間アクセス数

団体利用問い合わせフォーム画面

データベースアクセス数の推移

月 月間アクセス数 累計アクセス数
４月 ２，５０６ １７，２７６
５月 ３，１８２ ２０，４５８
６月 ２，９０５ ２３，３６３
７月 ２，９３３ ２６，２９６
８月 ３，２６１ ２９，５５７
９月 ２，７５４ ３２，３１１
１０月 ２，６８８ ３４，９９９
１１月 ２，５７５ ３７，５７４
１２月 ２，０６８ ３９，６４２
１月 ２，４５７ ４２，０９９
２月 ２，２６５ ４４，３６４
３月 ２，２７３ ４６，６２９

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
遺跡 １，１０２ １，１６６ ８００ １，５５５ １，２７５ １，０９３
遺物 ３０３ ３６４ ２９６ ２７５ ５５０ ４０３
写真 ２８９ ５２１ ３６９ ４４１ ５１９ ５７９
合計 １，６９４ ２，０５１ １，４６５ ２，２７１ ２，３４４ ２，０７５

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
遺跡 ９９１ ７０８ １，０２５ ７３８ ５３４ ５５０
遺物 ７７７ ２３６ ２９３ ３４６ ３５２ ５３７
写真 ３７３ ３２３ ２３７ ２６４ ２８２ ４７３
合計 ２，１４１ １，２６７ １，５５５ １，３４８ １，１６８ １，５６０

第４章 平成１４年度事業の概要

―９―



３．研 究 紀 要
平成１４年度３月末に２冊目の研究紀要を発

行した。原稿と執筆者は以下である。

・三角縁神獣鏡の復元

〔１〕復元の目指すもの（青山博樹）１

〔２〕会津大塚山古墳出土三角縁神獣鏡の

観察―三角縁神獣鏡製作技法の一例

―（青山博樹）

〔３〕三角縁神獣鏡復元研究―検証ループ

法の実施―（鈴木 勉）

〔４〕三角縁神獣鏡の鋳造実験（佐藤健二）

・福島県玉川村江平遺跡出土横笛の復元研究

〔１〕江平遺跡出土横笛について（森幸彦）

〔２〕江平遺跡出土横笛の復元製作につい

て（田中敏長・大橋彩子）

・楢葉町馬場前遺跡の調査成果

〔１〕外縁地域の大木式土器（小暮伸之）

〔２〕縄文石器に関する２・３の問題（門

脇秀典）

〔３〕複式炉を伴う竪穴住居跡の規格（坂

田由紀子）

〔４〕古代標葉郡の集落と仏教（宮田安志）

〔５〕木戸八幡神社と馬場前遺跡の中・近

世遺構群（吉田秀享）

・構造調査・クリーニングから得られた調査

成果（１）（奥山誠義）

・文化財データベースについて―その２遺物

データ ベースについて―（藤谷 誠）

４．まほろん通信
平成１４年度は４月１５日、７月１５日、１０月１５

日、１月１５日の４回発行した。発行部数は

５，０００部で、来館者に配布する他、県内の教

育委員会、学校や全国の埋蔵文化財センター

などに送付している。

各号の内容は、以下となっている。

ａ まほろん通信 VOL４

・館長講義「石器の属性分析について」

・体験学習（まほろんひな祭り）

・研修課より（時代別研修「古代陸奥国

の考古学」について）

・総務管理課より（まほろんショップの

ご案内）

・第１回企画展速報展の案内

・シリーズ復元展示（三角縁神獣鏡の復

元その４）

・今年度の行事予定

・まほろんからのお知らせ（「後期おで

かけまほろん」募集）

鏡の復元品と鋳型

江平の笛とその他の笛

馬場前遺跡全景
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ｂ まほろん通信 VOL５

・第１回目の土器野焼きの紹介

・体験学習（第２次「まほろん探検隊」

発足）

・館長講演会後期分の案内

・まほろん夏のてんじ案内

・シリーズ復元展示（江平遺跡から出土

した「横笛」の復元製作）

・研修課より（土坑調査研修の紹介）

・総務管理課より（昨年度のまほろん利

用実績）

・まほろんからのお知らせ（団体利用申

し込みについて）

ｃ まほろん通信 VOL６

・発掘体験ツアーの報告

・体験学習（石器づくり、ガラス玉づく

りの紹介）

・開館１周年記念イベント報告

・まほろん秋のてんじ「ふくしまの重要

文化財」案内

・シリーズ復元展示（福島県古墳時代象

嵌資料の復元１）

・研修課より（体験学習研修の紹介）

・総務管理課より（バックヤードツア

ー：特別収蔵庫）

・まほろんからのお知らせ（年末・年始

の休館日について）

ｄ まほろん通信 VOL７

・官衙遺跡研究研修の紹介

・体験学習（原始機織りに挑戦、古代グ

ルメ祭の紹介）

・まほろん春のてんじ「新編陸奥国風土

記―巻之二石背郡―」の案内

・シリーズ復元展示（福島県古墳時代象

嵌資料の復元２）

・研修課より（専門考古学講座「東北地

方ストーンサークルの系譜」の紹介）

・総務管理課より（まほろんの謎①）

・まほろんからのお知らせ（「おでかけ

まほろん」の案内）

まほろん通信５号

まほろん通信６号
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５．館長講演会

６．文化財講座

４ 研 修 事 業

１．研修事業実施の概要
平成１４年度の研修は、４月２３日の資料整理

研修を皮切りに、入門研修８回、基礎研修６

回、専門研修７回、特別研修３回を実施し

た。これらの期日指定の研修以外に、受講者

の希望に応じて行う臨時館内研修を２５回、職

員派遣研修を２０回実施している。平成１４年度

に研修を実施した日数は延べ１４６日、研修の

参加者は２１８人である。

２．研修事業実施の考え方
平成１４年度の研修実施に当たっては、前年

度の経験を生かしつつ、以下の研修事業の基

本方針で臨んだ。①文化財保護に必要とされ

る技術の習得を目的とした研修を主とする。

②①に関して、文化財保護の経験が少ない者

を主たる対象者とし、それに沿った科目を設

定する。③研修課職員を主たる講師とする。

平成１４年度文化財研修実施一覧

日 時 テ ー マ 参加人数

４月２７日 考古学から見た日本の歴史「採る、狩る、漁る暮らし―旧石器文化・縄文文化―」 ５４

５月１８日 考古学から見た日本の歴史「コメ作りからクニへ―弥生文化・古墳文化―」 ４０

６月２２日 考古学から見た日本の歴史「いろいろな社会の展開―古代・中世・近世の文化―」 ２５

９月２８日 考古学から見た世界の歴史「狩りと採集の暮らし―旧石器文化―」 ３５

１０月２６日 考古学から見た世界の歴史「農耕と牧畜の生活―新石器文化―」 ３０

１１月２３日 考古学から見た世界の歴史「都市の誕生、それから国へ―金属器文化―」 ３０

日 時 テ ー マ 参加人数
７月２７日 「旧石器時代のおはなし」 ４０
１月２５日 「中・近世のおはなし」 ２５
２月２２日 「木製品のおはなし」 ２０
３月１５日 「弥生時代のおはなし」 １８

区分 研 修 名 内 容 期 間 場 所

入

門

研

修

資料整理研修 遺物・図面・写真整理の基本の研修 ４月２３日～４月２６日 館内
測量研修 測量機器を正しく使うための研修 ５月１５日～５月１６日 館内
土坑調査研修 土坑の調査記録方法の研修 ６月１１日～６月１４日 保原町
入門考古学講座� 考古学の基礎や福島の各時代に関する入門的な研修 ７月６日 館内
埋蔵文化財事務研修 埋蔵文化財事務を円滑に行うための研修 ９月１１日～９月１２日 館内
入門考古学講座� 考古学の基礎や福島の各時代に関する入門的な研修 １２月７日 館内
土器実測研修 土師器・須恵器の観察と実測方法の研修 １月１５日～１月１７日 館内
遺跡表面調査研修 表面調査の方法の研修 ３月４日～３月７日 白河市

基
礎
研
修

石器実測研修 石器の観察と実測方法の研修 ５月２８日～５月３１日 館内
掘立柱建物跡調査研修 掘立柱建物跡の調査・記録方法の研修 ７月９日～７月１２日 塩川町
試掘調査研修 試掘調査と遺跡範囲の決定の方法を学ぶ研修 １０月８日～１０月１１日 白河市
古墳墳丘調査研修 古墳の墳丘調査に関する調査方法や記録方法の研修 １１月２６日～１１月２９日 郡山市
保存処理研修 金属・有機質遺物の保存処理の研修 ２月４日～２月７日 館内
報告書作成研修 見やすく分かりやすい調査報告書を作るための研修 ２月１９日～２月２０日 館内

専
門
研
修

縄文土器実測研修 縄文土器観察の視点と，実測の理論と実際を学ぶ。 ６月２５日～６月２８日 館内
史跡整備のための研修 史跡整備のための調査・記録・事務手続きの研修 ８月２７日～８月２９日 白河市
特殊遺構調査研修 特殊遺構の調査・記録方法の研修 １０月８日～１０月１１日 船引町
専門考古学講座� 文化財や考古学の専門的知識を深める講座 １０月１２日 館内
官衙遺跡研究研修 官衙遺跡の特徴と調査の方法 １１月１２日～１１月１５日 館内
時代別研修 時代別の専門的研修 １２月１１日～１２月１２日 館内
専門考古学講座� 文化財や考古学の専門的知識を深める講座 ２月１５日 館内

特
別
研
修

体験学習研修 文化財を教材とする方法を学ぶ研修 ７月２３日～７月２６日 館内
教職員発掘調査研修 発掘調査を体験し，学校教育・社会教育に役立てる研修 ８月７日～８月９日 会津高田町
無形の文化財研修 無形の文化財の基礎知識と調査方法概論 １月２９日～１月３１日 館内
市町村職員長期研修 文化財行政担当者としての全般的な知識を学ぶ研修 臨時的 館内
臨時館内研修 遺物実測など要望に応じ個別に白河館で対応する研修 臨時的 館内
職員派遣研修 市町村等の要請によって随時，職員を派遣して行う研修 臨時的 館外
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④外部講師を招き、文化財保護に資するた

め、最新の知識の修得を目的とした研修も開

催する。⑤学校教育に文化財を活用するた

め、教員を対象とした研修も開催する。⑥受

講者の希望に添って実施する特別研修の臨時

館内研修と職員派請研修を適宜実施する。

３．実 績
平成１４年度に実施した研修の参加者の職業

別内訳は以下のとおりである。最も多いの

は、市町村等で文化財の保護に携わっている

職員で、全体の５４．３％を占めている。次に多

いのが教職員で２９．３％、文化財関係の市民ボ

ランティア等が６％、博物館等で社会教育に

携わる学芸員は２．９％、その他学生が２％、

であった。市町村の文化財保護に携る職員

は、専門的な知識が要求されるため、専門考

古学講座や官衙研究研修・時代別研修などへ

の参加が多く、経験の浅い調査補助員や整理

作業員は、入門考古学講座や土坑調査研修な

ど基礎的な知識を取得する講座に参加する傾

向がある。教職員の参加者は、前年度と同じ

く教職員発掘調査研修や新設の体験学習研修

に多く見られた。教職員のニーズにあった研

修と言うことができる。また、文化財に関わ

るボランティアの参加も見られ、市民の文化

財への関心が高くなりつつあることを物語っ

ている。

４．研修実施状況
平成１３年度行った期日指定の研修は、まほ

ろん開館が７月だったため、１６回であった。

今年度は２４回の期日指定の研修を実施した。

� 入門研修

入門研修は、前表に示したとおり資料整理

・測量・埋蔵文化財事務・土器実測・遺跡表

面調査の各研修と入門考古学講座を実施し

た。これらの研修のうち、今年度新しく実施

した研修は以下のとおりである。

資料整理研修 発掘調査で出土した遺物や

写真・実測図などの記録類は、速やかに公開

できるように、適切な整理・保管がなされな

ければならない。この研修は、資料整理の方

法や手順について、実習等をとおして習得す

る研修である。研修期間は４月２３日から２６日

までの４日間とした。講師は研修課員が当た

り、遺物の取り扱いや整理方法の実習、実測

図や写真など記録類の整理手順や方法を研修

した。

入門考古学講座 入門考古学講座は、年２

回開催している。第１回は７月６日に講師は

研修課員が当たった。７月６日に研修課員が

「考古学の話」を演題に講義した。第２回は、

１２月７日に福島県立博物館の田中敏氏を講師

に迎え、「福島県の弥生事情」を演題に講義

を実施した。

� 基礎研修

基礎研修は、石器実測・掘立柱建物跡調査

・試掘調査・古墳墳丘調査・保存処理・報告

書作成の各研修を実施した。このうち、今年

度はじめて実施した研修は、掘立柱建物跡調

査研修・古墳墳丘調査研修の２つである。

掘立柱建物跡調査研修 掘立柱建物跡の調

査で、建物跡が複数回造り替えられている場

教職員発掘調査研修のようす

入門考古学講座研修のようす
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合、その重複関係を確認することはなかなか

難しい。この研修では掘立柱建物跡の調査方

法について学習する。今回は塩川町教育委員

会で調査した内屋敷遺跡を実習地として、７

月９日から１２日までの４日間実施した。

古墳墳丘調査研修 古墳の墳丘調査に関す

る調査方法や記録方法について実習をとおし

て習得する研修である。今回は郡山市の大安

場古墳を研修会場として、１１月２６日から２９日

までの４日間実施した。

� 専門研修

専門研修では、縄文土器実測・史跡整備・

特殊遺構・官衙遺跡研究・時代別の各研修と

専門考古学講座を実施した。新規の研修は、

縄文土器実測研修・史跡整備研修・官衙遺跡

研究研修である。

縄文土器実測研修 縄文土器の観察方法や

実測図の作成手順の実際を研修した。研修期

間は６月２５日から２８日の４日間で、館内で実

施した。

史跡整備のための研修 史跡整備をこれか

ら行おうとする市町村の文化財担当者を主に

対象とし、史跡整備を行うための諸手続きや

範囲確認などの発掘調査の実際を習得する研

修である。今年度は白河市の下総塚古墳の調

査現場を研修会場として、８月２７日から２９日

の３日間実施した。

専門考古学講座 専門考古学講座は、考古

学のより深い知識を得たいと考えている受講

者を対象とした研修で、昨年度は藤本強館長

を講師として実施している。今年度は講座を

２回とし、１回目は盛岡大学の熊谷常正教授

に「東北地方のストーンサークルの系譜」を

テーマに講義を行っていただいた。２回目は

藤本館長による「世界と日本の考古学研究

史」をテーマに講座を実施した。１回目は１０

月１２日に、２回目は２月１５日にそれぞれ実施

した。

官衙遺跡研究研修 この研修は奈良文化財

研究所の山中敏史氏を講師に迎え、官衙遺跡

の調査・研究の方法や、資料の分析方法など

について研修する講座である。今年は１１月１２

日から１５日の３日間、官衙遺跡の概説や発掘

調査方法などについて、いわき市教育文化事

業団の廣岡敏氏に「磐城郡衙」に関して、当

館の荒木隆が県内の官衙遺跡調査の現状につ

いてそれぞれ講義を行った。

� 特別研修

特別研修は、昨年度実施した教職員発掘調

査研修、不定期の臨時館内研修・職員派遣研

修・市町村職員長期研修に、体験学習研修と

無形の文化財研修を新たに加えた。

体験学習研修 学校や公民館などで行う体

験学習の指導者のために設けた研修である。

文化財を教材として行う体験学習の方法を提

案している。今年度は、学校が夏休みに入っ

た直後の７月２３日から２６日の４日間で、「マ

イギリ」と「アンギン編み」の道具を身近な

材料で作る方法や、教材としての使用方法を

学習した。

無形の文化財研修 無形の文化財を取り扱専門考古学講座研修のようす

体験学習研修のようす
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う市町村文化財担当者や民俗関係の資料館の

学芸員を対象に新設した講座である。無形の

文化財は年々伝承者が減少して、存続が難し

い文化財も少なくない。このために、無形の

文化財の映像記録を残そうとする試みが行わ

れている。１月２９日から３１日の３日間行った

研修では、デジタルビデオによる記録方法

や、その整理方法について学んだ。

臨時館内研修 今年度は２５回の臨時館内研

修を実施し、延べ２７名の人達が受講した。

研修内容は、報告書作成に関わる研修がもっ

とも多く、ほかに遺物の写真撮影研修、石器

の観察研修、土器の分類に関する研修などを

実施した。

職員派遣研修 今年度は矢祭町岡野田遺跡

の発掘調査に関わる研修をはじめとして２０回

の職員派遣研修を実施し、受講者は延べ４５人

である。発掘調査方法の研修では、ほかに白

河市・船引町・塩川町の発掘調査現場に職員

を派遣した。調査に関する研修以外では、会

津高田町で遺物実測研修を実施した。

５．今後の課題
昨年からの大きな課題として、定員に満た

ない講座の多いことが挙げられる。

その原因については、予算の削減や文化財担

当職員の減員、開発事業の減少にともなう埋

蔵文化財の発掘調査の削減等々、社会的な問

題が背景にあることは否めない。これらにつ

いての具体的な対応については本館では難し

いが、研修内容の充実や資料の見直し、研修

期間や案内方法の改善、適切な定員の検討

等々、本館が今できるものについては、すで

に調査・検討を進めている。また、随時館内

研修の実績からは、器材の充実・講師の専門

性の向上が、研修ニーズの掘り起こしに有益

であることが窺われる。

５ 体験学習事業

平成１４年度に実施した体験学習プログラム

とその実績は、以下のとおりである。

１．常時体験型
� 個人対応メニュー

体験活動室において、個人を対象に実施す

る体験学習である。平成１３年度同様、ふたつ

のメニューを常時行い、２週間ごとに入れ替

えた。

ア．勾玉づくり イ．アンギン編み

ウ．カラー拓本 エ．土器にさわる

オ．時代衣装を着る カ．石器を使う

キ．火おこし ク．ガラス玉づくり

ケ．クレヨン象嵌 コ．土器づくり

サ．七夕短冊づくり シ．原始機

ス．昔のおもちゃで遊ぶ セ．貝輪づくり

ク～セは、平成１４年度から新たに加えたメ

ニューである。クは、低温で溶解するガラス

棒をガスバーナーで溶かし、ガラス玉を作

る。ケは、薄い石膏の板に好きな絵をを彫込

み、クレヨンを押し込んで絵を浮き立たせ

る。コは、粘土１�を使って小さな土器を
作った。サは、木簡を書く体験である。シ

は、弥生時代の機織り体験、スは年末・年始

ガラス玉作りのようす

実技講座実施状況

内 容 実施日 参加者数
１ 縄文土器づくり１ ４月２０日 ２３名
２ 縄文土器野焼き ５月２５日 ３０名
３ 投槍具づくり ６月１５日 ２２名
４ 石器づくり ７月２０日 １７名
５ ガラス玉づくり ８月１７日 ２０名
６ 縄文土器づくり２ ９月２１日 ３０名
７ 土師器づくり １０月１９日 ７名
８ 縄文土器・土師器野焼き １１月９日 ４０名
９ 原始機織り １１月２５日 ２５名
１０ 凧づくり １２月２１日 ３２名
１１ 土偶・土面づくり １月１８日 ２５名
１２ 土偶・土面野焼き ２月１５日 ３５名
１３ 竹笛づくり ３月１５日 ２１名

第４章 平成１４年度事業の概要

―１５―



に合わせ、ベーゴマやメンコ、たこ揚げ、お

はじきなどで遊んだ。セは、ホタテとカキの

貝殻を使い、腕輪を作る。

ク・コは材料費１００円、他は無料で提供した。

� 団体対応メニュー

以下の体験メニューから選択してもらうこ

ととした。

ア 勾玉づくり イ アンギン編み

ウ 火おこし エ 土器にさわる

常時体験型メニューの体験者数は１３，４８６人

で、平成１３年度に比べ３，６９４人増加した。来

館者に占める割合は約４割で、平成１３年度に

比べ１割程度増えている。

２．募 集 型
� 実技講座

原始・古代の技術にふれる単発のプログラ

ムである。実施日はおもに第３土曜日とし

た。いずれも定員２０名で募集し、応募者多数

の場合は抽選とした。「土師器づくり」が大

きく定員割れしているのは、「土師器」とい

う用語が難しく、一般に理解されなかったた

めと考えている。

� イベント

遺跡見学や年中行事にちなんだイベントを

組んだ。実施日はおもに第１日曜日である。

①昔話を聞こう

当館ボランティア及び「白河市語りの

会」の協力を得て実施した。

②体験発掘ツアー

矢祭町教育委員会の協力を得て、同町内

の岡野田遺跡で実施した。縄文時代後期の

遺物包含層を、体験発掘した。

③古代グルメ祭り

古代グルメ祭のメニューは、「イノシシ

鍋」、「サケ鍋」、「ドングリクッキー」、「ク

ルミとハチミツのおしるこ」などである。

その他に、牛乳を煮詰めた「蘇」が好評で

あった。

④餅つき大会

昨年同様、「奈良時代の家」のカマドを

使用してモチ米を蒸し、復元した臼と杵を

用いてついた。鏡餅もつくり、常設展示室

の復元家屋に飾った。

� まほろん探検隊

平成１４年度は、５月から１１月まで、毎月第

２土曜日に実施した。メンバーは年度を通し

て固定で、１５名の定員に対し、１７名の応募が

あった。活動内容は、縄文時代に関するもの

とした。まず、食器になるような小型の土器

と、煮炊きに使用する深鉢を製作した。第４

回は黒曜石の原石を割って剥片を取るところ

まで、第５回はその剥片から石鏃を製作し

た。最終回は、製作した土器を使って縄文料

理をつくった。

３．館外体験学習支援事業
通称「おでかけまほろん」という事業であ

る。平成１４年度は、４～７月の前期に３回、

９～２月の後期に４回の計７回実施した。前

期に９団体、後期には７団体から申し込みが

イベント実施状況

おでかけまほろん実施状況

まほろん探検隊実施状

内 容 実 施 日 参加者数
１ 昔話を聞こう ５月５日 １００名
２ 体験発掘ツアー ８月３１日 ２６名
３ 古代グルメ祭り １０月１３日 ２０名
４ 餅つき大会 １１月２３日 ２１名

内 容 実 施 日 参加者数
１ 縄文土器づくり（小） ５月１１～１２日 １７名
２ 縄文土器づくり（大） ６月８～９日 １７名
３ 縄文土器野焼き ７月１３日 １６名
４ 石器づくり１ ８月１０日 １７名
５ 石器づくり２ ９月１４日 １５名
６ 縄文料理とお泊まり会 １０月５～６日 １５名

訪 問 先 学年・科目 実施日 内 容 参加者数
１ 喜多方市立慶徳小学校 ６年生、社会 ４月１７日 火おこし １８名
２ 福島市立佐原小学校 ５，６年生、社会 ４月２６日 土器にさわる、勾玉づくり １５名
３ 南郷村立南郷第一小学校 ６年生、社会 ５月２日 土器にさわる １４名
４ いわき市立大野第一小学校 ６年生、総合学習 ９月３日 土器にさわる、勾玉づくり １６名
５ 郡山市立中野小学校 ５，６年生、社会 ９月４日 土器にさわる、火おこし ９名
６ 三春町立要田中学校 ３年生、社会・美術 １０月９日 火おこし ２５名
７ 都路村立都路第二中学校 ２年生、社会 １１月２７日 勾玉づくり、火おこし ２２名
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あり、抽選となった。

６ 常設展事業

１．常 設 展 示
� 構成

１）プロムナードギャラリー

①「象徴展示」

②「探してみよう福島の文化財」

③「まほろん周辺の文化財」（パネル展示）

２）常設展示室

①「めぐみの森」

②「暮らしのうつりかわり」

〈昭和４０年代〉〈江戸時代〉〈鎌倉・室町

時代〉〈奈良・平安時代〉〈古墳時代〉

〈弥生時代〉〈縄文時代〉〈旧石器時代〉

〈生と死〉

③「暮らしをささえた道具たち」

サブコーナー〈まほろんビデオＢＯＸ〉

④「遺跡を掘る」

サブコーナー〈話題の遺跡〉

⑤「みんなの研究ひろば」

⑥「クイズ福島歴史発見」

⑦「のぞいてみよう福島の遺産」

⑧「しらかわ歴史名場面」

⑨映像展示「ふくしまの文化財―いのちの

かたち」

� 展示替え

平成１４年度は、以下のコーナーにて大幅な

展示替えを行った。内容及び展示資料は表の

通りである。

◆遺跡を掘る―話題の遺跡（「話題の遺跡」

コーナー展示替え資料一覧表）

◆みんなの研究ひろば（「みんなの研究ひろ

ば」展示資料一覧表）

◆しらかわ歴史名場面（「しらかわ歴史名場

面」展示資料一覧）

� 資料貸出

常設展示資料である模型・レプリカの貸出

件数は１件である。

◆文化庁等主催全国巡回展「発掘された日本

列島２００２」出展のため、玉川村江平遺跡出

土横笛復元品２点を実物資料と共に１４年６

月１１日～平成１５年３月４日まで（財）かな

がわ考古財団へ貸し出した。

� 展示資料の損壊等

常設展示は、来館者の観察しやすさと親近

感を考慮し露出展示を多用している。そのた

め手が届く範囲に資料があり、損壊の危険性

も孕んでいる。レプリカ・復元品の損壊は昨

年度と比較すると若干増加傾向にある。団体

の場合は少なく、土・日の一般来館者観覧後

に損壊が発見されることが多い。しかしなが

ら、状況から判断すると故意に損壊したもの

ではなく、触れてみたいという興味からなさ

れた偶発的な損壊がほとんでであると考えら

れる。今年度の発生比率は来館者ほぼ１，３００

人に１件という割合である。また、資料劣化

による損壊というケースが出て来つつある。

◆めぐみの森

植物造形物の内、手の届く範囲にあるクマ

「話題の遺跡」コーナー展示替え資料一覧

展 示 期 間 タ イ ト ル 資 料 名 点数 所蔵者

０２０４０１～０２０６０９ 矢吹町弘法山古墳群

弘法山横穴墓群出土土師器 ２

福島県
教育委員会

弘法山横穴墓群出土須恵器 ３
弘法山５号横穴墓出土象嵌入直刀 １
弘法山横穴墓群出土直刀 ２
弘法山横穴墓群出土鉄鏃 ７
弘法山７号横穴墓出土刀子 １

０２０４０１～０２０６０９ 玉川村江平遺跡の奈良時代の横笛
江平遺跡出土「笛」 １
江平遺跡出土「笛」レプリカ １

０２０６１０～０３０３３１
白河市内出土
「文字を記した土器」

白河市前桜岡遺跡出土「昌」墨書土器 ８

白河市
教育委員会

白河市前桜岡遺跡出土「田上」墨書土器 １
白河市上根田ケ入遺跡出土「大」墨書須恵器 １
白河市上根田ケ入遺跡出土墨書土器
「大家」「下家」「大」「太」

４

白河市上根田ケ入遺跡出土「大」刻書土器 １
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ザサの折損が７件ほどあった。

◆暮らしのうつりかわり

各時代の食物レプリカの接着部分を剥がし

取る損壊が１０件ほどあったが、盗難は無い。

◆暮らしをささえた道具たち

触れるコーナー展示中の復元品の内、石斧

１点が折損した。

製鉄模型の樹木の折損及び下草や樹木の葉

をむしられることが数件あった。

古墳時代の馬具を装着した馬の模型は希望

者に「乗馬」体験をさせているが、鞍の鞍骨

と居木を接合している革紐が劣化のため断裂

した。

◆遺跡を掘る

発掘調査模型の折損が３件あった（人物及

び一輪車、物干竿）。折り取られた当該部分

は模型ベース上にそのまま放置されていた。

� メンテナンス

平成１４年３月１８日に常設展造形・造作物の

メンテナンスを�乃村工藝社に、ＡＶ機器メ
ンテナンスを�エイブイセンターに委託して

行った。内容は以下の通りである。

・造形物の清掃作業

「めぐみの森」の植物造作、「暮らしのうつ

りかわり」各時代ブースの清掃を行った。

・造形物の修復作業

前項�に記した損壊部分の修復を行った。
・造作物の修復

「暮らしのうつりかわり」各時代ブースの

壁面及び床面素材の乾燥・収縮は少なくなっ

たが、部分的に亀裂や隙間が生じたことか

ら、当該部分の修復を行った。

・展示什器のメンテナンス

来館者の靴先などによって、「クイズ福島

歴史発見」のパソコン台什器はかま部分合板

の剥離が著しくなったため、当該部分に樹脂

カバーを取り付けた。

展示ケースの電球交換を行った。

・展示機器のメンテナンス

「映像ふくしまの文化財―いのちのかたち

―」４面マルチ機器の調整を行った。特に以

上は認められなかった。

「みんなの研究ひろば」展示資料一覧

展示期間 タ イ ト ル 資 料 名 点数 氏 名

０２０４０１～０３０３３１ 菊地鐡夫さんの縄文時代石器研究

菊地鐡夫採集石器 １
菊地鐡夫
（福島市）
会社員

研究ファイル １
昭和２９年１１月１７日新聞 １

菊地鐡夫氏紹介パネル １

０２０４０１～０３０３３１ 渡部久子さんの縄文時代髪型研究

三島町荒屋敷遺跡土偶「髪型」 １
渡部久子

（会津若松市）
美容師

埼玉県後谷遺跡土偶「髪型」 １

青森県三内丸山遺跡土偶「髪型」 １

渡部久子氏紹介パネル １

０２０４０１～０３０３３１ 鈴木彩香さんの勾玉研究

勾玉製作実験資料 １
鈴木彩香
（白河市）
関辺小学校
５年生

勾玉研究経過写真等 １

「阿武隈川でメノウをみつけよう」研究
ファイル

１

採集鉱物等標本 １

０２０４０１～０２０５１０ 鈴木綾さんの古代米研究

「古代米をそだててみよう！～古代米作り
にちょうせん！」研究ファイル

１ 鈴木 綾
（浅川町）
里白石小学校
４年生

稲束 １

鈴木綾さん紹介パネル １

０２０５１０～０３０３３１ 鈴木綾さんの古代米研究 Part２

「古代米をそだててみよう！～古代米作り
にちょうせん！」研究ファイル� １

鈴木 綾
（浅川町）
里白石小学校
５年生

稲束（Ｈ１３栽培「むらさき米」） １

籾（Ｈ１３栽培「むらさき米」） １

稲束（Ｈ１４栽培「赤米」） １

緑豆（Ｈ１４栽培） １

脱穀に使ったこきばし １

―１８―



「クイズ福島歴史発見」のパソコンフリー

ズ、プリンター異常が、混雑時期に集中して

発生した。その都度リース会社に修理を依頼

したが、お盆の後半期には業者が休暇のため

２日に亘り停止状態が発生した。

７ 企画展事業

本年度の企画展事業のうち企画展は館外施

設での巡回展を含め、合計５回の企画展を開

催した。当館の特別展示室で開催した企画展

は、速報展・特別展・指定文化財展・収蔵資

料展の種類があり、季節毎順にそれぞれ

「春」・「夏」・「秋」・「春」のてんじと呼んで

いる。２回目の春のてんじは年度をまたが

り、次年度５月まで開催した。

また当事業に位置づけられている復元研究

は古代の出土鋳型に基づく鋳造鉄製品の復元

と江平遺跡出土竹笛の復元製作を行った。以

下、当事業の概要について記載する。

１．まほろん春のてんじ
「いにしえの隈畔人のくらし」

平成１４年４月２７日～５月２６日

趣旨 福島県中通りを北に流れる阿武隈川

は古来より、生業や舟運など多くの面で私達

のくらしを支えてきた。一方で洪水などの災

害を引業などにより、阿武隈川に直面する自

然堤防や段丘上に立地する遺跡の内容が明ら

かになってきた。なかでも縄文時代と古墳時

代に大規模な遺跡が形成されていることが判

明した。

当企画展は、県内８町市からの未報告資料

「しらかわ歴史名場面」展示資料一覧

企画展の記録

展示期間 タ イ ト ル 資 料 名 点数 所 蔵 者

０２０４０１～０２０５２５ 玉川村江平遺跡の木簡
江平遺跡出土「木簡」 １ 福島県

教育委員会江平遺跡出土「木簡」レプリカ １

０２０３３１～０２０６０９
白河市内出土
文字を記した土器

白河市前桜岡遺跡出土「昌」墨書土器 ８

白河市
教育委員会

白河市前桜岡遺跡出土「田上」墨書土器 １
白河市上根田ケ入遺跡出土「大」墨書須恵器 １
白河市上根田ケ入遺跡出土墨書土器
「大家」「下家」「大」「太」

４

白河市上根田ケ入遺跡出土「大」刻書土器 １

０２０６０９～０２０３３１
古墳時代の祭祀遺跡
表郷村の「建鉾山」

三森遺跡採集石製模造品（紡錘車） １

渡辺 啓
（表郷村）

三森遺跡採集石製模造品（臼玉） ３連
三森遺跡採集石製模造品（勾玉） ４
三森遺跡採集石製模造品（斧形） １１
三森遺跡採集石製模造品（鎌形） ５
三森遺跡採集石製模造品（刀子形） ８
三森遺跡採集石製模造品（剣形） ７４
三森遺跡採集石製模造品（有孔円板） ９５
三森遺跡採集石製模造品（不整形有孔板） ３５

０２０６０９～０２０３３１
古墳時代の祭祀遺跡
表郷村の「建鉾山」

三森遺跡出土 土師器（高杯・杯・甕など） ２９

表郷村
教育委員会

三森遺跡出土 須恵器（椀・高台付杯など） ４
三森遺跡出土 石製品（紡錘車・砥石） ２
三森遺跡出土 金属製品（鉄製品・銅滓など） ２５
三森遺跡出土 石製模造品（馬形・剣形など） ６７
三森遺跡採集 石製模造品（公民館保管分） １４

種 別 会 場 会 期 開催日数 観覧者数 備 考

速報展 当館 Ｈ１４・４・２７～Ｈ１４・５・２６ ２６ ４３５０

特別展 当館 Ｈ１４・７・２７～Ｈ１４・９・１ ３２ ５９１０

指定文化財展 当館 Ｈ１４・１０・２６～Ｈ１４・１１・２４ ２６ ３２５１

収蔵資料展 当館 Ｈ１５・３・８～Ｈ１５・３・３１ ２０ １４３７ 次年度まで継続開催。来観者数は１４年度分

巡回展 野馬追の里原町市立博物館 Ｈ１４・４・２１～Ｈ１４・６・２３ ５５ ２１８６ 野馬追の里原町市立博物館と共催

福島県歴史資料館 Ｈ１４・８・３～Ｈ１４・８・１８ １４ ４１８ 「もっと知ろう福島の遺跡」展と同時開催

１７３ １７５５２
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「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（見つめてみよう土器の表情）

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ 小型深鉢 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ４４６－９
２ 深鉢 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ＳＩ２３（敷石埋設１）
３ 深鉢 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ＳＭ２２
４ 深鉢 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ＳＫ３２９
５ 深鉢 二本松市 岩 崎 縄文 二本松市教育委員会 ＳＭ４３
６ 深鉢 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＩ１５２
７ 深鉢 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＫ２３２
８ 深鉢 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＭ４９
９ 深鉢 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＭ０６
１０ 深鉢 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＭ６０
１１ 注口土器 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 遺物包含層
１２ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１３ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１４ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１５ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１６ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１７ 注口土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１８ 小型壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
１９ 小型壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２０ 小型壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２１ 小型壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２２ 壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２３ 壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２４ 壷 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２５ 小型深鉢 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２６ 台付き土器 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２７ 台付き皿 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２８ 顔付き浅鉢 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２９ 中型深鉢 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３０ 深鉢 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 幼児の歯出土
３１ 深鉢 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３２ 深鉢 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
３３ 深鉢 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
３４ 深鉢 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ 耳栓 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ７
２ 小玉 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ３点
３ 勾玉 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 ２点
４ 耳栓 二本松市 岩 崎 縄文 二本松市教育委員会 Ｅ３４Ｇ出土
５ 水晶玉 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会
６ 小玉 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会
７ 管玉 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会
８ 耳環 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会 写真番号１４
９ 耳環 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会 写真番号２６
１０ 耳環 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会 写真番号３５
１１ 耳環 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会 写真番号４３
１２ 耳環 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 阿武隈右岸１２ １５１図
１３ 耳環 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版５４－９
１４ 管玉 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版５８
１５ 勾玉 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版７４－７
１６ 勾玉 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版５２２
１７ 耳栓 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 大
１８ 耳栓 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 大

―２０―



「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（いにしえの装い）

「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（工人の技）

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１９ 耳栓 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 小
２０ 耳栓 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 小
２１ 土製玉 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会 ８点一括
２２ 耳栓 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
２３ 耳栓 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
２４ 耳栓 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
２５ ペンダント型土製品 郡山市 馬場小路 縄文 郡山市教育委員会
２６ 管玉 須賀川市 八ツ木 古墳 須賀川市教育委員会
２７ 小玉 須賀川市 八ツ木 古墳 須賀川市教育委員会 ＳＩ０３出土一式

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ ミニチュア石斧 福島市 宮畑 縄文 福島市教育委員会 ６点
２ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１１５（原石）
３ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１１５（原石）
４ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ８４（原石）
５ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
６ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
７ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
８ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
９ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
１０ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（粗割）
１１ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１２ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１３ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１４ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１５ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１６ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ３０（面取り）
１７ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ２１８（研磨）
１８ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１８２（研磨）
１９ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ５４（研磨）
２０ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ２１８（穿孔）
２１ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１４（完成品）
２２ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ２４（完成品）
２３ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ９７（完成品）
２４ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１０３（完成品）
２５ 石製紡錘車 本宮町 北ノ脇 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ１８２（完成品）
２６ 石製紡錘車 本宮町 百目木 古墳 本宮町教育委員会 ＳＩ２０２（完成品）
２７ 石製紡錘車 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版３３８（完成品線刻あり）

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ 岩版 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 大
２ 岩版 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 小
３ 小型壷 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ３７
４ 動物形土製品 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ２０
５ 土偶 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ１３
６ 土冠 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ６
７ スタンプ形土製品 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 持ち出しＮＯ２４
８ スタンプ形土製品 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 実ＮＯ９
９ 石棒 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 実ＮＯ３
１０ 石棒 福島市 宮 畑 縄文 福島市教育委員会 入力ＮＯ２４０
１１ 土偶 二本松市 岩 崎 縄文 二本松市教育委員会 顔のみ
１２ 土偶 二本松市 岩 崎 縄文 二本松市教育委員会
１３ 石製模造品 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会
１４ 土偶 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＳ４５
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「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（いにしえの祭祀）

「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（古墳の土器と家の土器）

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１５ 土偶 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 ＳＳ６０
１６ 土偶 本宮町 高 木 縄文 福島県教育委員会 遺物包含層
１７ 六鈴鏡型土製品 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版４９０
１８ 土製鏡模造品 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 図版５２２
１９ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 顔のみ
２０ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 上半身
２１ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 顔なし
２２ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 上半身
２３ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 上半身
２４ 土偶 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 顔のみ
２５ 土版 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 大
２６ 土版 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 中
２７ 土版 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会 小
２８ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
２９ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３０ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３１ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３２ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３３ スタンプ形土製品 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
３４ 土製玉 白河市 舟田中道 古墳 白河市教育委員会 ６点
３５ 土師器甕 白河市 舟田中道 古墳 白河市教育委員会
３６ 石製模造品 白河市 舟田境 古墳 白河市教育委員会 ６点

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ 須恵器フラスコ形長頸瓶 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－１
２ 須恵器長頸瓶 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－２
３ 須恵器杯 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－３
４ 須恵器杯 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－４
５ 須恵器杯 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－５
６ 須恵器鉢 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版７０－７
７ 須恵器甕 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版６９－６
８ 須恵器甕 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版６９－７
９ 土師器杯 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版６９－１
１０ 土師器杯 保原町 大泉みずほ 古墳 保原町教育委員会 大泉みずほ遺跡発掘調査報告書図版６９－２
１１ 土師器杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－２
１２ 土師器杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－５
１３ 土師器杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－６
１４ 土師器杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－１１
１５ 土師器杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－１６
１６ 土師器高杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３６９－２０
１７ 土師器高杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７０－３
１８ 土師器鉢 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７０－５
１９ 土師器鉢 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７０－１０
２０ 土師器甕 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７１－２
２１ 土師器甕 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７１－４
２２ 土師器甑 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７２－１
２３ 土師器甕 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７２－３
２４ 土師器甕 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版３７３－２

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考
１ 人体文土器 飯野町 和 台 縄文 飯野町教育委員会
２ 円面硯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版２２５
３ 須恵器はそう 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版４９６
４ 須恵器長頸瓶 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版４９８
５ 須恵器瓶 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版５２０
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を集めた速報展という位置づけで、各遺跡の

内容を以下のテーマで紹介するものである。

なお、タイトルにある「隈畔」は阿武

「隈」川の河「畔」という意味である。

展示内容

１ みつめてみよう土器の表情

２ いにしえの装い

３ 工人の技

４ いにしえの祭祀

５ 古墳の土器と家の土器

６ きわだつ逸品

※展示資料は別表のとおりである。

２．まほろん夏のてんじ
「弘法山のよこあな―古代ガラスと象嵌の

世界―」

平成１４年４月２７日～５月２６日

趣旨 福島県矢吹町弘法山古墳群は阿武隈

川を望む台地の崖面に作られた古墳時代後期

の横穴墓群である。１９９８年の発掘調査で、８

基の未盗掘の横穴墓が調査され、主な副葬品

として武器刀剣類と玉の装身具がある。装身

具はガラス玉が主体で約６００点出土している。

また象嵌刀装具の付いた大刀も注目される資

料である。

昨年度の復元研究製作では、弘法山古墳出

土象嵌大刀の復元をテーマに、合わせて県内

の古墳時代象嵌資料の復元製作も行った。

この企画展では上記の復元成果品とともに

ガラス玉に注目して、弘法山古墳群の調査成

果を公開する。比較資料として、ガラス玉の

製作や金工に関わる資料を全国各地から展示

「まほろん春のてんじ」展示資料一覧（きわだつ逸品）

まほろん春のてんじポスター 「まほろん春のてんじ」展示室のようす

番号 資 料 名 市町村名 遺跡名 時代 所蔵者 備 考

６ 須恵器蓋 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 報告書図版２１２－１０

７ 須恵器身 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 阿武隈右岸須恵器集成（１）記載

８ 須恵器高杯 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 阿武隈右岸須恵器集成（２）記載

９ 須恵器瓶 本宮町 高 木 古墳 福島県教育委員会 阿武隈右岸須恵器集成（３）記載

１０ 須恵器甕（取っ手付） 本宮町 高 木 古墳 本宮町教育委員会

１１ ミニチュア石棒 郡山市 馬場中路 縄文 郡山市教育委員会 ５点

１２ 石棒 郡山市 町 Ｂ 縄文 郡山市教育委員会
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弘法山古墳群柄頭復元品 跡見塚古墳・八幡横穴鍔復元品

展 示 品 出 土 地 点数 時代・時期 所 蔵 者 備 考

１

弘
法
山
古
墳
群
の
調
査
成
果

１ 崖上の墳丘から出土した土器 １号墳 ２１ ７世紀 福島県教育委員会

２ 土師器杯 １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

３ 須恵器長頚瓶破片 １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

４ 須恵器提瓶破片 １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

５ 鉄製刀子 １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

６ 鉄製鏃 １号横穴前庭部 ４ ７世紀 福島県教育委員会

７ 鉄製鍔 １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

８ 玉の首飾り １号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

９ 玉の首飾り １号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

１０ 大刀 １号横穴玄室 ３ ７世紀 福島県教育委員会

１１ 小刀 １号横穴玄室 ３ ７世紀 福島県教育委員会

１２ 鉄製鍔 １号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

１３ 土師器甕破片 １号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

１４ 古代のナイフ ２号横穴前庭部 ２ ７世紀 福島県教育委員会

１５ 耳飾 ２号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

１６ 須恵器壷 ２号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

１７ 須恵器甕破片 ２号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

１８ 土師器甕破片 ２号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

１９ 玉の首飾り ２号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

２０ 玉の首飾り ２号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

２１ 須恵器破片 ３号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

２２ ガラス玉 ３号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

２３ 古代のナイフ ３号横穴玄室 ２ ７世紀 福島県教育委員会

２４ ガラス玉 ３号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

２５ 鉄の矢じり ４号横穴玄室 ４ ７世紀 福島県教育委員会

２６ 鞘と小刀 ４号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

２７ ガラス玉 ５号横穴前庭部 ２ ７世紀 福島県教育委員会

２８ 須恵器杯 ５号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

２９ 耳飾 ５号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

３０ 土師器杯 ６号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

３１ 長い刀 ６号横穴玄室 ２ ７世紀 福島県教育委員会

３２ 短い刀 ６号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

３３ 古代のナイフ ６号横穴玄室 ２ ７世紀 福島県教育委員会

３４ 弓の飾り金具 ６号横穴玄室 ３ ７世紀 福島県教育委員会

３５ 耳飾 ６号横穴玄室 ２ ７世紀 福島県教育委員会

３６ 須恵器甕 ７号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

３７ 須恵器壺破片 ７号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

３８ 土師器壺 ７号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

３９ 遺体のそばに置かれた土器 ７号横穴玄室 ４ ７世紀 福島県教育委員会

４３ 短い刀 ７号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

４４ 古代のナイフ ７号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

４５ 矢じり ７号横穴玄室 ６ ７世紀 福島県教育委員会

４６ 玉の首飾り ７号横穴玄室 ２ ７世紀 福島県教育委員会

―２４―



「まほろん夏のてんじ」展示資料一覧

展 示 品 出 土 地 点数 時代・時期 所 蔵 者 備 考

１

弘
法
山
古
墳
群
の
調
査
成
果

４７ 須恵器破片 ８号横穴前庭部 ３ ７世紀 福島県教育委員会

４８ 矢じり ８号横穴前庭部 ６ ７世紀 福島県教育委員会

４９ 紡錘車のはずみ車の切断品 ８号横穴前庭部 １ ７世紀 福島県教育委員会

５０ 玉の首飾り ８号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

５１ 長い刀 ８号横穴玄室 ３ ７世紀 福島県教育委員会

５２ 切羽 ８号横穴玄室 １ ７世紀 福島県教育委員会

５３ 古代のナイフ ８号横穴玄室 ３ ７世紀 福島県教育委員会

２

い
に
し
え
の
ガ
ラ
ス
玉
作
り

５４ ガラス坩堝 奈良県飛鳥池遺跡 １ ７世紀 奈良文化財研究所

５５ ガラス坩堝蓋 奈良県飛鳥池遺跡 １ ７世紀 奈良文化財研究所

５６ ガラスの原料 奈良県飛鳥池遺跡 １０ ７世紀 奈良文化財研究所

５７ ガラス勾玉の鋳型 大阪府東奈良遺跡 ２ 弥生時代 茨木市教育委員会（原資料 文化庁 国重要文化財）

５８ ガラス玉と製造時の滓 奈良県南郷角田遺跡 １ ５世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

５９ ガラス勾玉石製鋳型 京都府芝ヶ本遺跡 １ ４世紀 向日市教育委員会

６０ ガラス勾玉土製鋳型 京都府芝ヶ本遺跡 １ ４世紀 向日市教育委員会

６１ ガラス小玉鋳型 東京都北区豊島馬場遺跡 ３ ４世紀 北区飛鳥山博物館

６２ ガラス玉鋳型 千葉県鶴ヶ岡１号墳 ２ ５世紀 木更津市教育委員会

６３ ガラス玉 千葉県鶴ヶ岡１号墳 １０ ５世紀 木更津市教育委員会

６５ 玉の首飾り 白河市郭内横穴 １ ７世紀 白河市教育委員会

６６ 巻き付け技法のガラス玉 矢吹町弘法山古墳群１号横穴 １ ７世紀 福島県教育委員会

６７ 青色と緑色のガラス玉 須賀川市早稲田古墳群 ８ ７－８世紀 福島県教育委員会

６８ 黄色のガラス玉 河東町駒板新田横穴 １ ７世紀 福島県教育委員会

６９ 金箔を貼り付けたガラス玉 岩手県江釣子古墳群長沼３号墳 １ ８世紀 北上市教育委員会

７０ 色とりどりのガラス玉 奈良県藤ノ木古墳 ３０ ６世紀 文化庁（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館） 国重要文化財

７１ ガラス丸玉 奈良県藤ノ木古墳 １０ ６世紀 文化庁（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館） 国重要文化財

７２ ガラス足玉 奈良県藤ノ木古墳 １０ ６世紀 文化庁（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館） 国重要文化財

３

弘
法
山
象
嵌
大
刀
を
復
元
す
る

７３ 白い玉を象嵌した土偶 北海道鮎川洞窟遺跡 １ 縄文時代 国立歴史民俗博物館

７４ 渦巻きの象嵌 須賀川市早稲田古墳群 １ ７世紀 福島県教育委員会

７５ 馬の象嵌 熊本県江田船山古墳 １ ５世紀 群馬県立歴史博物館蔵

７６ 銅の文字象嵌 兵庫県箕谷２号墳 １ ７世紀 国立歴史民俗博物館（原資料 文化庁 国重要文化財）

７７ 心葉文の象嵌大刀 東京都高倉古墳群 １ ６世紀 府中市郷土の森博物館

７８ 炎のような象嵌 東京都大田区久ヶ原横穴群 １ ７世紀 大田区立郷土博物館

７９ 三角と唐草の象嵌 奈良県岡峯古墳 １ ６世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

８０ 象嵌？・鍔 宮城県色麻古墳群 １ ７世紀 東北歴史博物館

８１ 顔のような象嵌 宮城県鷹ノ巣古墳群 １ ６世紀 白石市教育委員会（東北歴史博物館）

８２ 象嵌鍔 宮城県上蟹沢古墳 １ ７世紀 白石市教育委員会（東北歴史博物館）

８３ うろこのような象嵌 宮城県住社遺跡 １ ７世紀 角田市教育委員会

８４ 象嵌環頭柄頭 宮城県台町古墳群 １ ５－６世紀 個人

８５ 象嵌環頭大刀 山形県大之越古墳 １ ５世紀 山形県立博物館 山形県指定文化財

８６ 円頭柄頭の製作工程 ７ 福島県教育委員会

８７ 象嵌大刀 矢吹町弘法山古墳群５号横穴 １ ７世紀 福島県教育委員会

８８ 象嵌大刀復元品 矢吹町弘法山古墳群５号横穴 １ ７世紀 福島県教育委員会

８９ 象嵌の工程 ３ 福島県教育委員会

９０ 象嵌鍔と復元品 岩瀬村跡見塚古墳 １ ７世紀 福島県立博物館（復元品は福島県教育委員会）

９１ 象嵌鍔と復元品 白河市郭内横穴 １ ７世紀 個人（復元品は福島県教育委員会）

９２ うろこ状の象嵌 白河市郭内６号横穴 １ ７世紀 白河市教育委員会

９３ 象嵌柄頭と復元品 白河市郭内８号横穴 １ ７世紀 白河市教育委員会（復元品は福島県教育委員会）

９４ 象嵌？の復元品 白河市郭内８号横穴 １ ７世紀 福島県教育委員会

９５ 象嵌鍔と復元品 いわき市八幡横穴 ２ ７世紀 いわき市教育委員会（復元品は福島県教育委員会）

９６ 日輪文の象嵌と復元品 いわき市八幡横穴 １ ７世紀 いわき市教育委員会（復元品は福島県教育委員会）

９７ 象嵌の色見本 まほろん

９８ 見えない象嵌 鮫川村鍬木田古墳 １ ７世紀？ 鮫川村教育委員会

９９ 見えない象嵌 鮫川村鍬木田古墳 １ ７世紀？ 鮫川村教育委員会

１００ 見えない象嵌と復元品 いわき市中田横穴 ２ ６世紀 いわき市教育委員会（復元品は福島県教育委員会） 福島県指定文化財

１０１ 金の文字象嵌 埼玉県稲荷山古墳 １ ５世紀 埼玉県立さきたま資料館（原資料 国宝 文化庁蔵）

４

タ
ガ
ネ
の
芸
術

１０２ タガネ形の鉄製品 大阪府細工谷遺跡 ２ 奈良時代 大阪市教育委員会（大阪市文化財協会） 大阪市指定文化財

１０３ 龍をデザインしたベルトの金具 奈良県新山古墳 ７ ４世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

１０４ 金銅製の馬飾り 奈良県珠城山３号墳 １ ６世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

１０５ 環頭大刀柄頭 出土地不明（伝山形県羽前京塚） １ 山形県立博物館

１０６ 鞍の飾り 奈良県藤ノ木古墳 １ ６世紀 奈良県立橿原考古学研究所（原資料 文化庁 国重要文化財）

１０７ 鳳凰の刻まれた馬飾り 奈良県藤ノ木古墳 １ ６世紀 文化庁（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館） 国重要文化財

１０８ 鳥飾りの付いた冠 奈良県藤ノ木古墳 １ ６世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

１０９ 魚飾りの付いた履 奈良県藤ノ木古墳 ２ ６世紀 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

１１０ ガラスを嵌めた履 群馬県谷ツ古墳 １ ５世紀 かみつけの里博物館

１１１ はいて歩けない履 群馬県谷ツ古墳 １ ５世紀 かみつけの里博物館

第４章 平成１４年度事業の概要
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し、また東北地方の古墳時代象嵌資料を一堂

に展示することができた。また図録として

「まほろんてんじの本弘法山のよこあな」を

発行した。

展示内容

１ 弘法山古墳群の調査成果

２ いにしえのガラス玉作り

３ 弘法山象嵌大刀を復元する

４ タガネの芸術

※展示資料は別表の通りである。

関連行事

「ワークショップ象嵌ってなんだ？」

８月２４日（土） 当館研修・実習室

象嵌の復元研究製作を委託したＮＰＯ法人

工芸文化研究所より講師８名を招聘し、銅板

に銀線象嵌で星座を表現したキーホルダーを

製作した。３０名の参加者があった。

３．まほろん秋のてんじ
「ふくしまの重要文化財―縄文・弥生編―」

平成１４年１０月２６日～１１月２４日

趣旨 今年度から新企画としてスタートさ

せた、「国指定重要文化財（考古資料）」及び

「県指定重要文化財（考古資料）」に指定され

ている県内資料をシリーズで時代毎に紹介し

ていく企画展である。また、併せて同時代の

「県指定史跡」及び「国指定史跡」も併せて

パネルで紹介していく。

第１回は、縄文時代と弥生時代に関わる県

内の資料を対象として構成した。展示資料は

表の通りである。

展示構成に特別なアレンジ等は付加させ

ず、資料自体の観察・鑑賞・理解が容易なよ

うに時代及び遺跡毎に展示した。南壁付きハ

イケースに石生前遺跡出土品と常世原田遺跡

出土品、西壁にはローケースに仙台内前遺跡

出土品、独立ハイケースに土偶と人面付き弥

生土器、北壁には大型ハイケースに天神原遺

跡出土品、中央ローケース２台に寺脇貝塚出

土品を配置した。北壁の一部と東壁面を用い

て史跡紹介パネルを配置した。

期間中の入館者数は３，１２６人で１日の平均

は１２０人だった。しかしながら、開幕前２０日

間の平均は１３５人で、期間中の方が漸減して

おり、本企画展が入館者数に大きな影響を与

えたとは認識しがたいといえる。ただし、開まほろん夏のてんじ図録表紙

まほろん秋のてんじポスター

―２６―



催前１週間の平均が９７人／日、

閉幕後２０日間平均が７７人／日で

あることを勘案すると、冬季へ

向かう急激な入館者減少の歯止

めにはなったようである。

開催期間中の入館者の伸び悩

みについては、宣伝・広報の不

慣れが要因のひとつに挙げられ

る。今後、知名度の低さを効果

的な広報施策で補っていく必要

があろう。

４．まほろん春のてんじ
「新編陸奥国風土記 巻之二石背郡」

平成１５年３月８日～５月１８日

趣旨 「春のてんじ」は、まほろんに収蔵

・保管している資料によって、福島県内各地

域ごとの新たな風土記を編纂することを目的

としたものである。「新編陸奥国風土記」を

展示タイトルとした２回目の今回は、古代石

背郡に属する須賀川市・天栄村にある遺跡出

土品を通して、いにしえの石背郡の在り様に

迫った。

展示内容

展示内容としては、縄文時代から近世まで

の幅広い時代を設定し、各々の時代ごとに特

徴ある資料を展示した。また、関連資料とし

て、須賀川市教育委員会保管資料も借用し

た。

１）イワセ人の登場

―縄文時代―

当地域の縄文時代を、暮らしの道具・墓制

・装身具・ミニチュア土器・信仰祭祀具に焦

点を当て、各遺跡の出土品を紹介した。

２）イワセ人の新たなくらし

―弥生時代―

当地域の弥生時代を、弥生土器と石器・鉄

製品・土製品などから紹介した。弥生時代の

始まりでは、前期の小規模集落（松ヶ作Ａ遺

跡・牡丹平遺跡）により、土器や石器、鉄製

品などから当地域の弥生時代の始まりの様相

を示し、弥生のムラと墓では、中期の小規模

集落（土取場Ｂ遺跡・関林Ｈ遺跡）と土坑墓

「まほろん秋のてんじ」実物展示資料（点数は土器片や石器など小さな資料を含む）

「まほろん秋のてんじ」パネル展示資料一覧

寺脇貝塚の
骨角器

まほろん春のてんじポスター

指 定 種 市町村 指 定 名 称 主 要 資 料 所 有 者 時代 点数
県指定重要文化財 福島市 仙台内前遺跡出土品 草創期土器片、石器 福島市 縄文 ５０点
県指定重要文化財 塩川町 常世原田遺跡出土品 早期土器片 福島県 縄文 ９５点
県指定重要文化財 柳津町 石生前遺跡出土品 中期土器、石器、土偶 柳津町 縄文 ２０点
県指定重要文化財 福島市 土偶 福島市 縄文 １点
県指定重要文化財 いわき市 寺脇貝塚出土品 漁労具、装飾品等骨角器 いわき市 縄文 ２５０点
県指定重要文化財 表郷村 人面弥生土器 表郷村 弥生 １点
国指定重要文化財 楢葉町 天神原遺跡出土品 土器棺、勾玉、管玉 楢葉町 弥生 １００点

指定種別 遺 跡 名 時代 市町村
県指定史跡 飯野白山住居跡 縄文 飯野町
県指定史跡 原瀬上原遺跡 縄文 二本松市
県指定史跡 前田遺跡（環状列

石）
縄文 船引町

県指定史跡 常世原田遺跡 縄文 塩川町
県指定史跡 窪田遺跡 縄文 只見町
国指定史跡 新地貝塚附手長明神

社跡
縄文 新地町

県指定史跡 三貫地貝塚 縄文 新地町
県指定史跡 鳥内遺跡 弥生 石川町
県指定史跡 天神原遺跡 弥生 楢葉町
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（大久保Ａ遺跡・土取場Ｂ遺跡）の出土資料

を紹介した。

３）古墳とイワセ人のくらし

―古墳時代―

当地域の古墳時代を、古墳副葬品と集落か

ら垣間見た。一斗内古墳群・下小山田古墳群

・早稲田古墳群・治部池横穴墓群出土遺物か

ら、イワセの後期古墳とその副葬品を紹介

し、山崎遺跡の住居跡出土遺物から、６世紀

初頭～７世紀前半にかけてのムラの移り変わ

りを生活具のメインである土器の変化で紹介

した。

４）“まじない”と“まねた器”

―奈良・平安時代―

川屋向・沼平東・沼平遺跡の住居跡から出

土した土鈴・丸玉・ミニチュア土器などの

他、松ヶ作Ｂ遺跡や小枝遺跡（須賀川市教委

調査）出土の動物形土製品などを通し、奈良

時代のまじないを探った。また、須恵器を伴

う松原・沼平東・関林Ｄ・関林Ｇ・関林Ｋ・

関林Ｈ・五十堀田Ｂ・十三仏遺跡の住居跡資

料により、９世紀～１０世紀前半までの土器の

変化を探った。この他、川屋向遺跡出土の金

属製椀模倣土師器・関林Ｈ遺跡の灰釉陶器よ

り、まねた器類を紹介した。

５）山麓の製鉄工場と信仰

―中・近世―

阿武隈高地内にある銭神Ｇ・関林Ｈ遺跡の

製鉄遺跡から、中世～近世にかけての小規模

な製鉄工場と、その道具類を紹介し、近世の

集団墓地である早稲田古墳群や近世塚である

栗木内塚・小倉地区塚群を通して、近世の墓

地と信仰を紹介した。また、籾山遺跡の板碑

模型も展示した。

６）山間部の家

―現代―

関林Ｇ遺跡出土の戦前・戦中資料を紹介し

た。

５．復 元 研 究
� 鋳型から復元した鉄製鋳物製品

１）研究復元の目的

福島県浜通り地方の北側、相双地区の新地

町から原町市にかけては、日本有数の古代

（奈良・平安時代）製鉄遺跡が確認・調査さ

れている。それらは、主に福島県教育委員会

の委託を受け�福島県文化振興事業団遺跡調
査部（旧（財）福島県文化センター遺跡調査

課）が調査を実施したもので、出土した遺物

等は、当館に収蔵・保管のうえ展示・活用さ

れている。それらの製鉄遺跡からは、１次製

錬炉（砂鉄を原料とし、鉄を作ること）や燃

料である木炭を生成する木炭窯が多く認めら

れたが、新地町向田Ａ遺跡と相馬市山田Ａ・

猪倉Ｂ遺跡では、これらに加え鋳造炉が確認

され、多種・多量な鋳型が出土している。鋳

型から判明した鋳造製品は、獣脚付き容器・

梵鐘・風鐸・三鈷杵等であり、いずれも鉄製

品を鋳込んだものであることが判明してい

る。

平成１４年度の研究復元製作対象資料として

は、獣脚付き容器と風鐸の２種類の製品を対

象とした。これらの製品は現存していない

が、鋳型から製品を復元することにより、古

代の鋳造技術を推測し、さらに金属加工に関

するこれまでの研究を発展・進化させ、本県

まほろん春のてんじのようす

復元した獣脚付き容器
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の古代史研究の象徴ともいえる

製鉄技術について追究する

ために実施した。

２）復元資料

①向田Ａ遺跡から出土した獣脚・器物鋳型

から復元した獣脚付き容器（平安時代９

世紀前半）

②山田Ａ遺跡から出土した獣脚・器物鋳型

から復元した獣脚付き容器（平安時代９

世紀後半）

③山田Ａ遺跡から出土した風鐸鋳型から復

元した風鐸（平安時代９世紀後半）

� 江平遺跡出土「竹笛」研究復元製作

１）概 要

平成１１年度に福島県教育委員会によって発

掘調査された石川郡玉川村江平遺跡の沢跡か

ら出土した「竹製横笛」を原資料として研究

復元製作を行った。

「江平の笛」は「天平１５年」（７４３年）の紀

年銘のある木簡と同一層から出土したことか

ら奈良時代中頃の笛と考えられ、正倉院に伝

えられている横笛とほぼ同じ頃に作られたも

のと推定される。日本では最古級の竹製横笛

といえる資料である。ちなみに横笛の出土例

は奈良県天理市星塚１号墳から出土した古墳

時代後期のものが最古とされるが、マツ材を

用いており、笛として機能するものかどうか

明確ではない。時代が近いものとしては宮城

県名取市清水遺跡と同県多賀城市市川橋遺跡

から平安時代の竹製横笛が出土している。

「江平の笛」を復元することは奈良時代の

ふくしまでどのような「音」が奏でられてい

たかを知る極めて重要かつユニークな事業で

ある。正倉院宝物の笛を吹くことは勿論でき

ないことから、復元した笛から奏でられる笛

の音はまさに「時代を超えて甦る奈良時代の

笛の音」であり、音楽史上においても意義深

い試みといえる。

２）委 託

岐阜県可児市の横笛工房「九華」（代表者

田中敏長氏）に製作を委託した。

田中氏は能管、龍笛の製作家で、日本に数

人しかいないプロ製作家の中の最若手として

活躍している。上記清水遺跡から出土した平

安時代の横笛復元も手掛けており、出土資料

の研究を含めて古代の邦楽の復元に取り組ん

でいる唯一の人材といえる。日本雅楽会会員

で宮内庁式部職楽部・能楽囃子笛方・邦楽各

流派の横笛製作修理も担当し、東京や愛知で

横笛教室講師も勤め、普及活動にも尽力して

いる。

委託期間は平成１４年４月２日より５月２５日

までで、５月２４日に業務が完了し納品された。

３）復元製作

原資料の法量は、中間で折損していること

から全長は不明であるが残存長は約３４�を測
る。直径は２�（歌口部分）、厚さは０．３�で
ある。素材は「タケ」としか同定されていな

いが、メダケに最も近いという田中氏の観察

結果を受けて復元に当たってはメダケを用い

た。歌口は日本の伝統的横笛である龍笛・高

麗笛・神楽笛などと比較すると極めて小さい

特徴がある。原資料に残る指孔は４孔で少な

くとも１孔の欠失が確認されることから指孔

の数は５孔以上である。７孔の場合全長が長

くなりすぎることから５孔または６孔である

可能性が高い。よってこの２種をそれぞれ復

元製作することとした。歌口側の端部は節で

閉じており、紙礫等の詰め物や樺巻き、塗料

等の装飾は一切ない。

４）成 果

復元製作の過程において「江平の笛」は遊

具や玩具のレベルではなく相当に音律を具備

した笛であることが判明した。また田中氏が

復元した風鐸
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その音律を日本の横笛と比較した結果、龍笛

・高麗笛・神楽笛の中で、神楽笛との共通・

関連性が最も大きいことが指摘された。ま

た、正倉院の４管の笛との比較では彫石製横

笛に最も近い音律が得られている。

５）展 開

完成した復元横笛については６月５日に田

中氏の演奏を交えて報道向け発表を行い、同

月２３日には実技講座「横笛をつくろう」と共

に「よみがえる天平の音色」と題した田中敏

長氏による演奏会を開催した。

９ ボランティア運営事業

１．登 録
当館ボランティアの新規登録は、登録前オ

リエンテーションで概要説明を聞き、活動内

容を十分知った上で一般研修を受講した希望

者を館長が毎年４月１日付けで登録する形を

とっている。

そのため、平成１４年度に一般研修を受講し

た者は平成１５年度新規登録ボランティアとし

て登録される。平成１４年度ボランティアにつ

いては上表のとおりである。

２．活 動 内 容
まほろんボランティアの平成１４年における

活動内容は以下のとおりである。

�屋内及び野外展示施設の案内・解説
�屋内及び野外で行う体験学習の指導
�エントランスホール及び館内の案内
�収蔵資料の整理補助
�体験学習器材の製作
�講座・講演会開催時における運営支援
�古代の畑の管理などの環境整備の支援
以上の活動は、平成１３年度から引き続き、

当館からの提案した内容として行われてい

る。平成１４年度は新たに、ボランティアの発

想を生かしてながら、ボランティアが中心に

なって実施する自主活動として、以下のもの

が追加された。

�まほろんオリエンテーリングの運営
�開館記念イベントの企画・実施
３．ボランティア受け入れ体制
当館のボランティア活動については、交通

費や昼食などを支給しない無償ボランティア

を原則としている。

しかし、ボランティア活動実施中の事故等

を補償するボランティア保険の掛け金（１名

あたり５００円）、ボランティア用ユニフォー

ム、休憩室用お茶代、ボランティア研修費用

等に関しては当館で負担して、活動環境の整

備を図っている。

また、野外及び館内活動中の休憩およびボ

ランティア相互の交流の場として利用できる

ように体験学習館および本館内それぞれにボ

「江平の笛」出土品（下）と復元品（上）

ボランティア活動のようす

ボランティア登録状況

平成１４年度登録者数 ５８名
平成１４年度登録最年少年齢 ２３歳
平成１４年度登録最年長年齢 ７６歳
平成１４年度登録者平均年齢 ５４．０歳
平成１５年度新規登録者対象
登録前オリエンテーション参加者

９名

平成１５年度新規登録者対象
一般研修受講者数

９名

平成１５年度新規登録申込受付期間
平成１４年

９月１日（日）～
２９日（日）

登録前オリエンテーション実施日
平成１４年

１０月６日（日）

―３０―



ランティアルームを設置するとともに、本館

内のボランティアルームに活動配置表や活動

記録簿を設置して活動の拠点とした。

４．ボランティアコーディネーターの設置
教育普及課に正・副２名の、研修課、総務

管理課に各１名のボランティア担当者を置い

ている。おもには、教育普及課の担当者が当

館の窓口として、ボランティアのスケジュー

ル・活動場所等の調整を行うほか、ボラン

ティアの意見・ニーズの集約などの業務を

行った。

５．ボランティア研修
ボランティア活動の充実のためにボラン

ティアを対象とする研修については、全員を

対象にした一般研修と希望者を対象にした特

別研修及び代表者館外研修の３種類の研修を

実施した。実施した研修については、下表の

とおりである。

また、当館で準備する研修のほかに、ボラ

ンティアの興味・関心に応じた自主研修グル

ープが組織された。「土器作り」グループと

「カラムシ栽培・布編み」グループが、月１

回程度活動している。

６．開館１周年記念イベント
「まほろん１周年だよ！ボランティア２００２」

まほろん開館１周年を向かえた夏、ボラン

ティアが自ら実行委員会を立ち上げ、平成１４

年７月２０日（土）に記念イベントを行った。

イベントに必要な資金は、フリーマーケット

への出店で確保した。イベント当日は親子連

れを中心に６００名を越える来館者があった。

イベントの内容は以下のとおりである。

�まほろんオリエンテーリング
（試行的に実施し、以後毎月行われている。）

�チャレンジ火おこし
�槍投げ
�ウルトラクイズ
（歴史クイズを�×方式で答えていくもの。）
�草履とばし
�昔のおもちゃで遊んでみよう
（お手玉、折り紙、独楽回し、竹とんぼ作り）

�歴史ビデオ上映
�お楽しみコーナー
（わたあめ、かき氷、カルメ焼き、水風船を

無料で提供した。）

実技講座のサポート

ボランティア研修一覧 開館１周年記念イベントのようす

種別 研修
� 研 修 項 目 平成１５年度新規登録者

対 象 研 修 実 施 日

一

般

研

修

１ 館内施設概要
展示概説 １４年１０月２０日

２ 周辺の文化財巡検 １４年１０月２７日

３ 野外展示解説
考古資料の取り扱い １４年１１月１７日

４ 屋内展示解説
火おこし １４年１２月８日

５ 屋内展示解説
勾玉づくり １５年１月１９日

６ 屋内展示解説
拓本の取り方 １５年１月２６日

７ 屋内展示解説
アンギン編み １５年２月２日

８ 防災と救急の基礎知識
接遇の基本と実践 １５年２月１６日

９ 縄文土器作り １５年３月２日

１０ 土笛づくり
土鈴づくり １５年３月１６日

特
別
研
修

１ 旧石器時代概説 １４年７月２７日
２ 中・近世概説 １５年１月２５日
３ 木製品概説 １５年２月２２日
４ 弥生時代概説 １５年３月１５日

館
外
視
察
研
修

１

窯業史博物館
那須官衙跡

栃木県立なす風土記の丘
（小川・湯津上館）

下侍塚古墳

１４年１０月２７日

館
外

代
表
者
研
修

１ 縄文土器作り
（加曽利貝塚土器作り同好会） １４年１１月９～１０日

２ 来館者に対する案内・解説
（国立科学博物館） １４年１１月２２～２３日
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第５章 平成１４年度入館者統計

１ 月別入館者数

２ 区分別利用状況

当館は入館無料の公開施設であることから、徴収観覧料の区別から正確な入館者数等をつかみ得

ない、そこで、来館者には入館時に居住地（県内は市町村名、県外は県名のみ）・年齢層・人数に

関してのみ記帳の協力を得て、できる限り利用者の実態を把握するよう努めている。ここで掲載す

る利用状況のデータは、入館者の記帳を基にしたデータから作成した統計である。

開館日数 幼 児 小中学生 高 校 生 一 般 合 計 月別構成比 日平均
４月 ２５ １５６ １，１３４ １４ １，５５２ ２，８５６ ８．２９ １１４
５月 ２７ ２１７ １，３８７ ４５ ２，３１８ ３，９６７ １１．５２ １４７
６月 ２６ １９４ １，５６５ １７ １，９９７ ３，７７３ １０．９５ １４５
７月 ２６ ２８１ １，１６９ ４４ １，９６１ ３，４５５ １０．０３ １３３
８月 ２７ ４４１ １，５９８ ８６ ２，９２０ ５，０４５ １４．６５ １８７
９月 ２５ ２４８ １，２８１ ３２ ２，１６８ ３，７２９ １０．８３ １４９
１０月 ２８ １７６ １，２６０ ７３ ２，１５２ ３，６６１ １０．６３ １３１
１１月 ２６ １２９ ７３７ １１ １，９９０ ２，８６７ ８．３２ １１０
１２月 ２３ ７２ ８８１ １０ ６６７ １，６３０ ４．７３ ７１
１月 ２３ ６１ １３４ ７ ５００ ７０２ ２．０４ ３１
２月 ２３ １１２ ３２８ １７ ５９３ １，０５０ ３．０５ ４６
３月 ２６ １６４ ４５５ ２４ １，０６９ １，７１２ ４．９７ ６６
合計 ３０５日 ２，２５１人 １１，９２９人 ３８０人 １９，８８７人 ３４，４４７人 １００．０％ １１３人
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３ 団体利用状況

団 体 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

学 校 関 係

幼稚園・保育園
園 数 １ ２ １ １ ５

入館者数 ７１ ９６ ７８ ５０ ２９５

小 学 校
学 校 数 ７ １３ １２ ５ １０ １２ ７ １１ １ ７８

入館者数 ４２４ ５５５ ７２９ ２３０ ５２７ ７０６ ３３２ ６１７ １９ ４，１３９

中 学 校
学 校 数 ２ １ １ ３ ３ １ ４ １ １ １７

入館者数 １６０ ６６ １０ １９６ ２１４ ５５ １９４ ４１ ８７ １，０２３

高 等 学 校
学 校 数 ２ ２

入館者数 ７０ ７０

養 護 学 校
学 校 数 １ １ １ １ １ ２ ７

入館者数 ８９ １０ ３８ ３０ ９ ３４ ２１０

大 学
学 校 数 １ １ ２ ４

入館者数 ２５ ４０ ５７ １２２

小中高ＰＴＡ
（保護者のみ）

学 校 数 １ ２ ２ ２ ３ ７ ３ １ ２１

入館者数 ２７ ４４ ６８ ５４ ６９ １４０ ６７ １７ ４８６

小中高ＰＴＡ
（親子レク等）

学 校 数 ２ ２ ２ ４ ３ ２ １ １６

入館者数 ２４２ ６３ １１３ ２３１ １８６ １２０ ６４ １，０１９

生涯学習関係

研 究 会
会 数 １ ４ ２ １ １ ９

入館者数 ５０ ８０ １０ １４ ２１ １７５

子 ど も 会
会 数 １ ２ ９ １ １ １ １ １６

入館者数 ３７ ９４ ２９０ ３６ ２６ １４ ３７ ５３４

公 民 館 等
館 数 ２ ６ ８ ５ ９ １０ ９ ５ ２ １ １ ５８

入館者数 ４８ ２３４ ４２２ １７０ ２９３ ４４６ ２９４ １０２ ６３ １６ ４５ ２，１３３

社会福祉関係
福 祉 施 設
デイケアサービス

団 体 数 １ ５ １ １ １ ２ ５ １６

入館者数 １８ ９１ ２３ １６ １５ ４７ ７９ ２８９

文化団体関係

資 料 館 等
館 数 ２ ４ １ １ ２ １ １１

入館者数 ２６ １０８ １２ ８ ５４ ３ ２１１

歴 史 研 究
団 体 数 １ ２ ２ １ １ １ ８

入館者数 ４２ １５０ ４９ １８ ２１ ６０ ３４０

行政機関関係
県・市町村・教
委・審議会等

団 体 数 １ ５ １ ５ １ ５ ５ ２ ３ １ １ ３ ３３

入館者数 ２４ ８４ ５０ ８５ ３０ １１８ ６４ ７３ ５８ １６ ８ ４０ ６５０

そ の 他 団 体 数
４ ２ ５ ６ ２ ２ １４ ２４ ２ １ ４ ４ ７０

入館者数 １２０ ３３ １７１ １９８ ４０ ７６ ３４７ ４７０ ４７ １３ ５６ ９６ １，６６７

合 計
団 体 数 １９ ３７ ４６ ４５ ２４ ４１ ６１ ５５ ２０ ４ １０ ９ ３７１

団 体 入 館 者 数 ８８１ １，２４７ ２，２０４ １，５３６ ８１３ １，７１９ ２，１５６ １，４００ ８６３ ６２ ２４９ ２３３ １３，３６３

総 入 館 者 数 ２，８５６ ３，９６７ ３，７７３ ３，４５５ ５，０４５ ３，７２９ ３，６６１ ２，８６７ １，６３０ ７０２ １，０５０ １，７１２ ３４，４４７

団体利用者の割合（％） ３０．８５％３１．４３％５８．４２％４４．４６％１６．１１％４６．１０％５８．８９％４８．８３％５２．９４％ ８．８３％２３．７１％１３．６１％３８．７９％

第５章 平成１４年度入館者統計
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第６章 まほろんの施設の概要

施設名 福島県文化財センター白河館

所在地 〒９６１－０８３５

福島県白河市白坂字一里段８６番地

設置者 福島県

所 管 （管理機関）財団法人福島県文化振

興事業団

開 館 平成１３年７月１５日

○建 築

設 計 株式会社佐藤総合計画

工事監理 福島県土木部都市局営繕課、

株式会社佐藤総合計画

施 工

建築工事 佐藤工業株式会社・株式会社

兼子組特定建設工事共同企業

体

機械設備工事 山田設備工業株式会社

電気設備工事 福島電設株式会社

○展 示

設計監理 日精株式会社

屋内展示製作 株式会社乃村工藝社

屋外展示製作 株式会社トリアド工房

１ 建築概要

敷地面積 ５１，８２７．５１�
建築面積 本館・収蔵庫棟 ５，９９９．９５５�

体 験 学 習 館 １３３．６２７�
延床面積 本 館 棟 ２，４００．０４６�

収 蔵 庫 棟 ２，９９９．７６９�
計 ５，３９９．８１５�

体 験 学 習 館 ９２．７１�
構 造 本館棟 鉄筋コンクリート造

収 蔵 庫 棟 鉄骨造、

体験学習館 木造

規 模 地上１階

最高高さ １０．２９ｍ 軒高８．７９ｍ

階 高 ４ｍ

駐車台数 一般駐車場９１台（身障者用４台）・

大型車駐車場１０台・臨時駐車場４０

台・職員駐車場２１台・駐輪場２８台

地域地区 都市計画区域内、無指定

主な外部仕上げ

（本 館 棟）

屋 根 フッ素鋼板瓦棒葺

陸屋根 アスファルト防水コンクリート

押さえ

外 壁 コンクリート打放し一部はつり

仕上フッ素系シラン塗装

建 具 アルミサッシ電解着色

外 構 インターロッキングブロック

（環境整備工事）

（収蔵庫棟）

屋 根 フッ素鋼板瓦棒葺

外 壁 コンクリート打放し一部はつり

仕上フッ素系シラン塗装

押出し成形セメント板フッ素系

シラン塗装

建 具 スチール製建具

（体験学習館）

屋 根 フッ素鋼板瓦棒葺

外 壁 粒状陶石

建 具 アルミサッシ電解着色

主な内部仕上げ

（エントランス・プロムナードギャラリー）

床 フローリング

壁 コンクリート打放しはつり仕上

フッ素シラン塗装、木練付不燃

パネル

天 井 木練付不燃パネル

（常設展示室）

床 タイルカーペット

壁 ガラスクロスビニルエナメル

天 井 岩綿吸音板、一部溶接金網メラ

ニン焼付け二重天井化粧石膏ボ

ード

（講 堂）

床 フローリング

壁 腰壁／グラスウール吸音材＋集成材

染色塗装 上壁／岩綿吸音板

天 井 岩綿吸音板
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（収蔵庫棟）

床 塗り壁

壁 木繊セメント板・セメント成型

板

天 井 木繊セメント板

（体験学習館）

床 合板張り一部畳敷き

壁 合板オイル拭き

天 井 合板オイル拭き

２ 設備概要

◎電気設備 受電方式／高圧６．６KV１回線受

電変圧器容量／４００KVA 予備

電源／非発電５０KVA

非常証明設備・誘導灯設備 建築基準法に

基づいて設置

放送設備 非常放送と兼用 出力２４０Ｗ

電気時計設備・テレビ共同視聴設備・イン

ターホン設備

電話設備 電子交換外線４回線（ISDN）

内線５５回線

監視設備 分散型総合管理システムにより、

受電設備・防災設備・空調設備

を遠隔発停

制御及び計測監視

◎防犯・防災設備

防犯設備 赤外線スペースセンサー・マグ

ネットセンサーを各室に設置

し、監視制御システムと併用

ＩＴＶ設備 ＩＴＶを必要箇所に設置し、

常設展示室、特別展示室、エン

トランス・プロムナードギャラ

リー、搬入口、体験広場の状況

を事務室・警備員室で監視

火災報知設備 受信盤Ｐ型１級１９回線（自

火報）４回線（防排煙設備）、

煙感知機６６箇所、熱感知機１０７

箇所、ガス漏れ検知器６箇所

防災設備 消火／屋内・屋外消火栓、ＨＦ

Ｃガス消火方式 排煙／自然排

煙

放火扉設備 ５回線

雷警報設備 襲雷警報器（コロナーム）

避雷針設備

◎空調設備

空調方式／一般系統：ガスエンジン空冷Ｈ

Ｐマルチパッケージ方式（一部

空冷ＨＰ）＋静止型全熱交換器

特別収蔵庫系統：単一ダクト（空冷冷専

パッケージ＋電気ヒーター＋ア

ルカリ除去フィルターユニッ

ト）方式

常設展示室・特別展示室：単一ダクト（ガ

スエンジンＨＰＰ）方式

熱 源／都市ガス（ガス種別：プロパン）

（単位：㎡）

主要諸室面積表

室 名 面積 備 考 室 名 面積 備 考

常 設 展 示 室 ５１０ 書 庫 ５３

特 別 展 示 室 １２６ 搬 入 ス ペ ー ス １１５

講 堂 １４３ 荷 解 室 １０３

研 修 室 ５１ 特 別 収 蔵 庫 １０４

実 習 室 ６１ 特 別 収 蔵 庫 前 室 ２１

体 験 活 動 室 ６４ 一 般 収 蔵 庫 ２，７６１ 積層棚２層目部分２，２６３

陶 芸 窯 室 １６ 警 備 員 室 ２２

閲覧・相談コーナー ２５ 休 憩 室 ２５

エントランスホール・プ
ロムナードギャラリー

３９０
展 示 準 備 室 ４３

撮 影 室 ３９

事 務 室 １０４ そ の 他 ５１６

会 議 室 ４７
合 計 ５，４００

館 長 室 ３６

印 刷 室 １６ 体 験 学 習 館 ９３

救 護 室 ９

第６章 まほろんの施設の概要
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休憩室休憩室休憩室

室町時代の館の門室町時代の館の門室町時代の館の門

◎衛生設備

給排水設備 給水／水道直結方式 給湯／

局所式

排水／汚水・雑排水：屋内分

流・屋外合流（最終桝でポンプ

アップ）方式で下水道本管へ放

流

雨水：側溝放流

多目的便所 屋内１箇所（男女別）屋外１

箇所（男女別）トイレ呼出設備付

◎昇降機設備

荷物用リフター２基 一般収蔵庫（油圧式

最大積載量１，０００�）
搬入口（油圧式 最大積載量１，０００�）

工 期 着工 平成１１年７月１２日

完成 平成１２年１０月１６日

建 築 事 業 費 ２，６９０，８４８千円

公有財産購入費 ２２２，０９５千円

その他の経費 ３８７，６８２千円

合 計 ３，３００，６２５千円

まほろん建物平面図

まほろん施設配置図
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第７章 まほろんの条例・規則

１ 条 例

（平成１３年３年２７日福島県条例第４３号）

（設 置）

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条第１項の規定に基づき、文化財等

を保管し、又は活用することにより、県民

の文化の振興に資するため、福島県文化財

センター白河館（以下「白河館」という。）

を設置する。

（位 置）

第２条 白河館は、白河市白坂字一里段８６番

地に置く。

（業 務）

第３条 白河館において行う業務は、次のと

おりとする。

� 考古資料の保管及び展示、考古資料以

外の文化財の展示並びに文化財に関する

資料の保管及び展示に関すること。

� 文化財に関する講演会、講習会等の開

催に関すること。

� 文化財等を活用した体験学習の実施に

関すること。

� 文化財に関する情報の収集及び提供に

関すること。

� 文化財に関する調査研究を担当する市

町村等の職員の研修に関すること。

� 考古資料の保管及び文化財の活用に関

する専門的又は技術的な調査研究に関す

ること。

� 前各号に掲げるもののほか、その設置

の目的を達成するために必要な業務に関

すること。

（遵守事項）

第４条 白河館を利用する者は、次に掲げる

事項を遵守しなければならない。

� 白河館の施設、附属設備、展示品等を

き損し、又は汚損しないこと。

� 物品を販売し、又は頒布しないこと

（教育委員会の許可を受けた場合を除く。）。

� 展示品の模写、模造、撮影等を行わな

いこと（教育委員会の許可を受けた場合

を除く。）。

� 所定の場所以外の場所において、喫煙

又は飲食を行わないこと。

� 他の利用者に危害又は迷惑を及ぼす行

為をしないこと。

� 前各号に掲げるもののほか、管理上教

育委員会が指示する事項

（入館の規制等）

第５条 教育委員会は、次の各号のいずれか

に該当する者に対し、入館を拒否し、又は

退館若しくは退去を命じることができる。

� 前条の規定に違反した者

� 白河館内の施設、附属設備、展示品等

をき損し、又は汚損するおそれのある者

� 館内の秩序を乱し、又はそのおそれの

ある者

（使用料の不徴収）

第６条 白河館の使用料は、徴収しない。

（管理の委託）

第７条 教育委員会は、白河館の設置の目的

を効果的に達成するため、民法（明治２９年

法律第８９号）第３４条に規定する法人であっ

て知事が指定するものに対し、その管理を

委託することができる。

２ 前項の規定による管理の委託は、同項の

知事が指定する法人と教育委員会との協議

により、次に掲げる事項を定めて行うもの

とする。

� 委託する施設の名称、位置、構造及び

規模

� 委託の年月日

� 管理の方法

� 委託の条件

� 前各号に掲げるもののほか、委託に関

し必要な事項

（委 任）

第７章 まほろんの条例・規則

―３７―



第８条 この条例に定めるもののほか、白河

館の管理その他この条例の施行に関し必要

な事項は、教育委員会規則で定める。

附 則

この条例は、教育委員会規則で定める日か

ら施行する。

２ 条例施行規則

（平成１３年３月２７日福島県教育委員会規則第

３号）

（休 館 日）

第１条 福島県文化財センター白河館（以下

「白河館」という。）の定期の休館日は、次

のとおりとする。

� 月曜日。ただし、その日が国民の祝日

に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

第３条に規定する休日（以下「休日」と

いう。）に当たるときを除く。

� 休日の翌日。ただし、その日が土曜日、

日曜日又は休日に当たるときを除く。

� １月１日から１月４日まで及び１２月２８

日から１２月３１日まで

２ 福島県教育委員会教育長（以下「教育

長」という。）は、必要があると認めると

きは、臨時に休館し、又は臨時に開館する

ことができる。

（開館時間）

第２条 白河館の開館時間は、午前９時３０分

から午後５時までとする。ただし、教育長

は、必要があると認めるときは、これを臨

時に変更することができる。

（文化財等の特別利用）

第３条 白河館が保管している文化財等を学

術上の研究その他の目的のため特に利用し

ようとする者は、教育長の承認を受けなけ

ればならない。

（委 任）

第４条 この規則に定めるもののほか、白河

館の管理その他この規則の施行に関し必要

な事項は、教育長が定める。

附 則

この規則は、福島県文化財センター白河

館条例（平成１３年福島県条例第４３号）の施

行の日から施行する。

雪のまほろん

―３８―
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まほろんの利用案内

開館時間 �午前９時３０分～午後５時（入館
は午後４時３０分まで）

休 館 日 �毎週月曜日（国民の祝日の場合
その翌日）

�国民の祝日の翌日（ただし土・
日にあたる場合は開館）、

�年末年始（１２月２８日～１月４日）
入 館 料 �無料
交通案内 �ＪＲ東北本線白河駅、ＪＲ東北

新幹線新白河駅から福島交通バ

ス（まほろん�市民球場�白坂
行き）まほろんバス停下車

�ＪＲバス（棚倉行き）南湖公園
下車２５分

�東北自動車道白河 I.C.から車で
２０分

そ の 他 �屋内・屋外に多目的トイレを備
えています。車いすも用意して

います。

表紙デザイン 久家光夫

福島県文化財センター白河館
年報２００３

平成１６年３月３１日発行

編集 財団法人福島県文化振興事業団

福島県文化財センター白河館

〒９６１－０８３５ 白河市白坂字一里段８６

http : //www.mahoron.fks.ed.jp/

発行 福島県教育委員会

〒９６０‐８６７０ 福島市杉妻町２‐１６
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